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巻 頭 言

第一期計画研究所本館の残り部分 346坪の工事を8月中旬着工した.そのた

め付近道路が荒れ,出入りにいつも苦労した.

この外本年度の重要事項は次の如くである.

1) 第 14回文部省所轄機関事務協議会の開催 (5月 23日～24日)
2) 第 23回評議員会会議の開催 (6月 28日)
3) 微生物遺伝部第2研究室の新設 (7月発足)

4)遺伝学夏期セミナーの開催 (主催,遺伝学普及会,7月29日～8月2日)
5) 研究所本館一期第三回工事の着工 (8月 19日)

6) 公開講演会の開催 (9月 28日,毎日新聞ホール)

7) ガンマーグリーン-ウスの建築の着工 (12月 21日,約 30坪)
本年度の学会賞受賞者は次の通り.

岡教官 日本農学賞 研究題目 ｢栽培稲の起原と品種の分化｣

辻田,名和,坂口,平の 4教官 日本遺伝学賞 研究題目 ｢昆虫のプテリジ
ン代謝に関する遺伝生化学研究｣

外国人流動研究員として Dr.E.R.Sears氏夫妻が 10月来所,一週間に亘
って各研究室を歴訪し意見を交換した.

木村教官は米国ウィスコンシン大学にて約2年間研究中のところ,第 11回国

際遺伝学会議の副会長に選ばれ,9月--グの大会に出席し,その直後帰任し
た.また井山,青田,山田,辛,名和教官らは米国における研究を終えて帰国

したので,久し振 りに所員の大部分が勢揃いした.

なお 1968年に開かれる第12回国際遺伝学会議の開催地が日本と決定したの
で,本研究所の使命は重くなった.

っ仁･′脅 夕匂



ⅠⅠ･ 研 究 室 一 覧 (昭和 38年 12月末現在)

部 別 部 長 研 究 室 室 長 研 究 員 客 貞 一非 常 勤外 国 人 研 究 員 ･研 究 補 助 員

第2研究室 坂 口 文 吾 佐 渡 敏 彦*小 林 進*大 石 陸 生 *徳 B]孝 子

細 胞遺 伝 部 竹 中 要 第1研究室 吉 田 俊 秀 森 脇 和 郎 小 熊 拝 (客) 栗 田 義 則 .榊 原 勝 美
*中 村 明 桑 田 義 備 (客)佐 藤 隆 司 .*安達 広枝

第2研究室 竹 中 要 米 田 芳 秋*朱 燥 源 館 岡 亜 緒 (罪)露 木 正 美 .*豊 田宮子

生理 退 伝 部 大 島 長 造 第1研究室 大 島 長 造 平 俊 文*渡 辺 隆 夫*渡 辺 泰 州 駒 井 阜 (客)有 光 佳 子 .*杉 崎 亨

第2究研室 木 原 均 常 脇 恒 一 郎阪 本 寧 男*片 山 忠 夫*西 川 浩 三*中 井 泰 男 F.A.リリエ ソフェル ト (外桝) 鈴 木 和 代 .田中瑠実子*大川すみ子 .*大 垣 孝

生化学遺伝部 辻 田 光 雄 第1研究室 名 和 三 郎 海 老 武 彦 .鈴 木 愛 子
第2研究室 小 川 恕 人 遠 藤 徹*小 林 い づ み

第3研究室 辻 出 光 雄 桜 井 進
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酒 井 寛 一 第2研究室

第3研究室

松 村 清 二 舞1研究室
第2研究室

第3研究室

松 永 英 第 1研究室

第2研究室

木 原 均 第1研究室

宮 沢 明 田村 仁一 .近藤 和 夫吉 田 嵩 .玉 井 勉
井 山 審 也 木村 壱 真 .芦 川 祐 毅

*島 本 義 也 岩 城 英 一 .増 田 治 子*神 沢 礼 子

押 野 啓 子 *千 葉節 子

向 井 輝 莫*% 川 #*山 崎 常 希*赤 堀 和 原 田和 昌.芦川東三夫船 津正 文 .*佐野 菊江*松本百合子

藤 井 太 朗 原 雅 子 .*前 田文雄
*馬 淵 智 生 *岩 崎 静子 .*原 弘 子

石 和 浩 美池 永 満 生 近 藤 宗 平 (併 )白 戸 四 郎 (非)横 田 寛 康 (非 )*石 井 一 代

外 相 晶篠 Er] 友 孝*小 野 宏 西 山紀 子 .佐藤 洋 子*後藤 妙 子 .*杉山克恵

平 泉 雄 一 郎 *中島 京子

榎 木 雅 敏 鈴 木紀 子 .*山中一枝
*三 谷 充 子 *渡 辺 宏 子

牲)*印は国立萄伝学研究所研究委員会の職員等を示す,

頚

g
E

帆

-

押



4 国立遺伝学研究所年報 第 14号

ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

課 題 研 究 室 担 当 者

1.動物の遺伝ならびに細胞学的研究 形質第1 帽 莞誓套諾
蚕の遺伝子分析およびリンケージの研究

蚕の遺伝子分析およびリンケージの研究 生化学第3 辻田 光雄

ネズ ミの系統繁殖に関する研究ネズミの異常形質発現機構の研究 細胞第1細胞第1

腰湯の細胞遺伝学的ならびに生化学的研究 細胞第1 儲 蓋悪

化学物質による染色体異常生成機構の研究 細胞第1 儲 蓋貢

実験動物における量的形質の遺伝 応用第1 山田 行雄

ニワトリにおける経済形質の遺伝 応用第1 偶 宗 諾

*薬物および放射線による鶏旺誘発奇形に関する遺伝 応用第1 河原 孝忠

乳牛における主要形質の統計遺伝 応用第1生理第 2 傍 題 掌賃木 原 均

2.植物の遺伝ならびに細胞学的研究

コムギとその近縁種の核置換による研究

比較遺伝子分析法によるコムギの起床と分化の研究 生理第2

異数性コムギの遺伝学的研究 生理第2 常脇恒一郎

笑気ガス処理による倍数体の育成 生理第2 木 原 均常脇恒一郎西川 浩三

生態型分化の遺伝学的研究 生理第2 阪本 寧男

Medicagoの遺伝学的研究 生理第2 F.A.リリエソフェル ト

*本年度新たに研究を開始したものを示す



研 究 課 題

アサガオの遺伝子分析

J*里桜の起原

性の決定と分化

細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制

稲の雑環不稔性の遺伝学的基礎

甜菜の細胞遺伝学ならびに生理遺伝学的研究

酵母菌の細胞学的研究

タバコ属の細胞遺伝学的研究(日本専売公社委託研究)

タ/てコの発育遺伝学的研究(日本専売公社委託研究)

3.集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

ショウジョウバエの殺虫剤抵抗性の研究

選抜に対する集団の反応

自然集団の遺伝的変異性の分析的研究

分離比の歪に関する集団遺伝学的研究

キイロショウジョウバェにおける-テローシスの研究

育種法の理論的研究

遺伝子型間の競争

*ショウジョウバエ集団における連鎖不平衡の効果

傾母遺伝の統計遺伝学的研究

4.人為突然変異に関する研究

放射線誘発突然変異率の線量率依存性に関する基礎的
研究

化学物質による突然変異生成機構の研究

ショウジョウ/,'ェの核酸合成に対するⅩ線の影響

キイロショウジ3ウバェにおける放射線誘発ポリジー
ン突然変異率の推定

-ツカネズミによるポリジーンの放射線誘発突然変異
率の研究

Iso-allelesの突然変異率の研究

一粒コムギの放射線遺伝学,とくに各種放射線による
比較研究

細胞第2

細胞第2

細胞第2
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応用第3

変異第2
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国立遺伝学研究所年報 第 14号

倍数性による放射線影響の差異

放射線影響の線量率依存性と貯蔵効果

ムギ塀の突然変異クラスタ-

*Arabidopsisにおける人為突然変異の研究

者用突然変異の誘発とその利用

野生型および栽培型アサガオにおける放射線感受性の
比較

化学物質による変異誘発の初期過程

元素変換による致死および突然変異の誘発

*元素変換と紫外線との協同作用の生物物理的研究

γ線,熱中性子および速中性子の線量測定

放射線突然変異磯塀の生物物理的考察

*紫外線の致死作用およびその光回復機構の研究

RBE (生物効果比)の LET (放射線の直接的エネル
ギー付与率)依存性の理論的考察

5･生理遺伝ならびに遺伝生化学的研究

細胞の形質分化に関する研究

ショウジョウバエの異常性比の遺伝生理学的研究

*ショウジョウ/てェの細胞質因子 SRの遺伝的感染に
関する研究 (米国国立衛生研究所の研究費による)

ショウジョウノ,'ェの限色素形成に関する生理遺伝学的
研究

*高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組級特異性蛋白質の発生遺伝学的研究

動物の細胞分裂物質に関する研究

骨格筋分化に関与する諸要因の生化学的研究
(各個研究)

制癌性植物成分に関する研究
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研 究 課 題

-植物桂子における蛋白質ならびに核酸の生合成に関す
る研究

Pseudoallelism に関する研究

遺伝子作用に関する研究

色素蛋白の遺伝生化学的研究

*核酸および酵素蛋白の機能と構造

タバコの葉よりアルカロイ ドの発散に関する研究 (日
本専売公社委託研究)

6･微生物の遺伝学的研究

細菌およびウイルスの遺伝に関する研究

サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の研
究費による)

多剤耐性因子の遺伝学的研究

細菌の運動性に関する遺伝学的研究

*形質発現の調節機構に関する研究

*遺伝子作用の分子遺伝学的研究

*遺伝子の微細構造に関する研究

7.人類の遺伝に関する研究

ABO血液型に働く淘汰の集団遺伝学的研究

Down症候群の発生と原因

人煩の染色体異常

性染色質と白血球の drum-stick

*人血清蛋白の個体差に関する遺伝生化学的研究

*MN血液型の淘汰機構

*近親婚の遺伝的影響

a.協同研究

A･栽培および野生稲の細胞および遺伝学的研究
(ロックフェラー財団の研究費による)

イネ栽培種と野生種の系統維持と形質の調査

イネの日長性の研究

イネの解剖学的研究

*イネの発育遺伝学的研究

野生および栽培稲の系統発生的研究

生化学第2

生化学第3
生化学第 1
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人塀第 1
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野生および栽培稲系統間の雑塩不稔性および雑程崩壊
現象とその分化機構

イネ属の細胞学的研究

イネのグム分析

B.日本人集団の遺伝学的研究
(ロックフェラー財団の研究費による)

C･ ショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子の
研究 (米国国立衛生研究所の研究費による)

I).遺伝子突然変異の生成機樵
(東洋レ-ヨン科学助成金による)

E.放射撫誘発突然変異の適応度への影響
(米国国立衛生研究所の研究費による)
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ⅠⅤ.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では生物のいろいろな形質についてその遺伝様式を明らかにすることを主な

任務としているが,研究材料としてわが国で独自の発展をとげた蚕を用い,その伝統を守

り,さらにこれを発展させる使命を担っている.蚕自体の遺伝学的分析については,かね

て部長田島が代表者となり実施していた総合研究が一段落したのを機会に従来多数の研究

者により行なわれた業績を取りまとめ,これを TheGeneticsoftheSilkworm として

ロンドンから出版した.

最近は蚕にユニークな卵色突然変異の長所を駆使して突然変異の生成機構を明らかにす

ることに全力をあげている.部長田島が代表者となって3年前発足した総合研究三旺 ｢化学

物質による突然変異生成機構の研究｣は高等生物における突然変異機構に重点をおいて研

究を進め,本年度で3カ年を経過したので,各班負の研究業続を取りまとめ,このほど研

究業績報告集銀を刊行した.

また従来形質第1研究室と変異遺伝部第3研究室との共同研究として実施してきた放射

線誘発突然変異率の線量率依存性の研究は逆転型の発見をめぐって米国の研究者と相対立

する見解に到達し,各国の研究者の注目を浴びるに至った.この点は放射線影響の評価上

重要な問題なので,十分検討の必要がある.そこで科学研究費の援助を得て,総合研究班

を作り｢突然変異生成における放射線の線量率効果の基礎的研究｣を強力に進めることに

した.今年度細胞研究班の努力にはめざましいものがあり,今後の研究を進める上で重要

な貢献をした.またこの研究の一環として barereactorからのfissionneutron照射実

験を行なうため東洋レーヨン研究助成金により研究協力者村上昭雄を米国オークリッジ研

究所に派遣した.

一方,線量率依存性に関し対立した見解をもっている米国研究者達と相互に研究資料を

検討する機会をもつ必要性を痛感し,日米科学協力実行委員会の後援のもとにシソポジュ

ウムを開催するための準備を進めた.

また第2研究室では主として,蚕やショウジョウバェを材料として,生物の形質分化の

機構を明らかにすることを最終の目標として研究を進めている.室長坂口は昨年に引き続

普,ショウジヲウバェの雄の発生初期分化と密接な関連をもつ細胞質因子の研究に主力を

注いだ.本年はこの研究に村し,昭和 40年度までの予定で米国 N.Ⅰ.H.の研究補助金

(GM10238)を受け, 京都大学農学部大学院学生大石陸生と信州大学織維学部卒小林進を

研究協力者に依析し,起原を異にする因子間の生物学的機能の分化と電子顧徴鏡による形

態学的研究を進めた.また佐渡研究員は引続き米国オ-ク1)ッジ国立研究所に滞在し免疫

に関する基礎的研究を続けた.
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第1研究室 (田島) 1) 線量率依存性の研究: 線量率依存現象の機構を明らかにする

ため各方面から研究を行った.

i) 分割照射実験 (田島 ･鬼丸) 昨年度に引続き総線量 100Orを 500r2回,または

333r3回に分割して照射する実験を行なった.照射間隔を12-24時間として分割照射を

行なうと,1回照射の場合に比較して突然変異率が著しく高められるが,この事実は線量

率依存性が Ⅰ型を示す時期でも ⅠⅠ型を示す時期でも共に認められる. この結果は感受

性細胞が,初回の 500r(333r)照射で殺されることなくなんらかの変化をうけた形で残

り,次回の照射反応に関与することを示すものと思われる.

ii) 中性子噴射実験 (村上 ･深瀬) 広島大学原爆放射能医学研究所の中性子発生装置

(14.1MeV)および米国オークリッジ研究所 barereactor(中性子 1･5MeV)を借用し

て中性子照射による突然変異発生効果の研究を大規模に進めた･重要な成果としてはⅩ線

や γ線急照射でごく低い突然変異率しか示さない ⅠⅠ型の時期においても中性子線急照射

では著しく高い突然変異率が観察されたことである.

iii) 休眠細胞の線量率依存性 (田島 ･村上) 回復仮設検討の立場から新陳代謝が最低

の状態にあると考えられる休眠卵について低温下で緩,急二種の照射を行ない,突然変異

率が線量率に依存するかどうかを調べた.予期した通り線量率が 10000倍もちがっても

その効果に差は認められなかった.

2) 化学物質による突然変異の研究 (田島 ･村上 ･鬼九 ･大沼): i) 放射線照射と

BUdR を併用した場合突然変異率がいちじるしく高められる原田が BU取込みに原因す

る codingの間違いによるものかどうかを検討する目的で,BUdR とチミジンの競合実

.&を数回にわたり実施したが明瞭な結論を引き出すことはできなかった.

ii) 産下直後卵の薬剤処理方法の研究.化学物質による突然変異生成に際し薬剤処理を

効果的に行なう方法を開発する目的で産下直後卵を KNO之で処理する実験を行ない,そ

の致死効果が pHや参透圧に依存して変化する様子を詳細に研究した.

3) 蚕卵の発生初期における放射線番発突然変異の研究 (村上 ･田島):受精前後から

発生の初期にかけて誘発された突然変異がどのような発現の仕方をするかを検討した.そ

の結果 cluster効果,grouping効果と名ずける2租の効果を区別することができ,また

DNA の多重構造を検討できる資料を得た.

第2研究室 (坂口) 1) ショウジョウバェの雄を殺す細胞質因子 SRの研究 (坂口.
大石 ･小林):ショウジョウ,;ェの雄となるべき旺子を発生途上で殺す細胞質因子 SRの

研究は単に細胞質遺伝現象の解明のために好材料を提供しているはかりでなく,また発生

遺伝,特に昆虫の性分化という重要な基本問題の究明のためにも適した材料である.この

ような細胞質因子を対象に本年はつぎのような研究を行なった.i) 起原を異にするSR

田子間の干渉作用: ジャマイカから発見された D.WilliStOniのSR田子と-イチから

発見されたD･nebuloSaの SR因子は共にらせん菌に類似の形態をもち,宿主の雄を殺

す点で共通している.この2種類を同一宿主に混合感染させるか,試験管内で混合すると

約 24時間後から相互に干渉し合い,2塩析の田子は小さい塊を沢山作るが,その後 D.
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nebulosaの因子は D･WillietOniの因子を溶解して殺してしまうという現象を兄いだし

た.この機構は種々の実験結果からD･nebulosaの SR因子がある物質を生産し,それ

によってD･wiuisloniの SR因子を殺すものと考えられる.現在この物質について生
物学的並に生化学的に追跡している.

ii) 電子威徴鏡によるSR因子の形態学的観察:SR因子の微細構造,増殖様式,宿

主の雄を殺す機構などを形態学的に捉える目的で,nebuloSaとWilliStOniとの2程の

SR因子を材料として研究を進めている. この2塩の SR因子は共に長さ 5-loll,幅

0･05-0･08fLの細繊維状であり, 径 o･5-0･7FLの粒子を1個もっているが,その付着

個所は一定していない.現在,種々の固定方法あるいは超薄切片法などを用いて,SR因

子の微細構造について調べている.

iii) SR因子に対する放射線の影響:Willistoniと nebulosaの 2塩の SR因子に

γ･線あるいは UV を照射してその不活性化を比較した.両因子とも r一線による不活性化
線量には大差がみられず,37%生存率を与える線量は共に約 4krであった.またUV に
よって不活性化した SR因子は酵母から抽出した光回復酵素と光の照射に よって回復す

る･このことから,SR因子にUV を照射すると,その因子を構成している DNA 中の
チミンがダイマーを作って不活性化されることが暗示される.

2) 黄色死蚕 (leml) の致死機構に関する研究 (坂口･小林): lemlは1眠起に外皮

の陳化現象が起こらず,したがって大恋も軟弱なために摂食できずに致死する.この現象

を解明するため,昆虫の皮膚硬化現象と密接な関係をもつと考えられるチロジンの代謝に

ついて調べた.放射性同位元素を用いた実験から,leml個体ではチロジンの代謝に異常

があり,それが皮膚硬化現象を起こさない1つの原因と考えられる.

3) 抗体産生の細胞学的研究 (佐渡): この研究は細胞分化における遺伝子の役割につ

いて解明することを目標としている.複雑な細胞分化を研究するには少なくとも次の二つ

の特性を持っている材料を選ぶことが必要である.(1)特異蛋白質を生産すること,しか

もその検出が容易であること,(2)この特異蛋白質の生産を人為的に調節できること.こ

の両者を兼ねそなえているものの一つとして,抗体産生細胞をとりあげた.

抗体産生細胞の分化には一般の細胞の分化の場合と同様に,細胞分裂が必ず先行す る

ことがわかっている.したがって本研究の第一段階として invivodiffusionchamber

culture(Makinodanetal1962)により,蛍光抗体法とオートラジオグラフィー法とを

併用して,抗体産生細胞の増殖のパターンの解析から始めた.これまでに得られた結果を

要約すると次のようになる.i) 抗体産生細胞の分化に先立って BlastCellと称する未

分化な細胞の著しい増殖が見られる. これらの細胞ではまだほとんど特異蛋白質 (抗体)

の生産は見られない.これに続いて比較的若い抗体産生細胞 immatureplasmacellが

現われ,これらはさらに分裂して最後に matureplasmacellに移行する.この段階で

は抗体は含んでいるが,H3･thymidineのとりこみは全くみられない.したがってこれは

すでに分化の最終段階にあって一定の halflife をもって死滅していくもの と考えられ

る.このhalflifeの期間についての解析は現在進行中である.



12 国立遺伝学研究所年報 第 14号

ii) H8-thymidineによるオートラジオグラフィーによりBlastCellのlifecycleを分

析して次の結果を得た.G之,M,SおよびGlphaseはそれぞれ0.7時間,0.5時間,6.8

時間および 1.0時間で generationtimeは約9時間である.この generationtimeは

これまでに晴乳動物細胞で得られた最も短いものであるが,それにもかかわらずSphase

に要する時間はいろんな珪類の晴乳動物細胞について得られた値と一致する.このことは

DNA合成時間の恒常性の説 くDefendiandManson1963)を支持するものである.一方

分裂中期における meangraincountsからSphaseにおける DNA合成能力の変化を

調べた結果,この細胞では Sphaseの後半において DNA合成能が最も高いことがわか

った (J･Immunol.投稿中).

iii) 生産される抗体の量は inducerとして用いられる抗原の量によって著しく影響さ

れる.これが細胞一個当りの抗体産生能力の差異によるのか,抗体産生細胞数の差異によ

るのかをあきらかにする目的で,いろんな量の抗原を用いて生産された抗体の量と抗体産

生細胞数とを調べた.その結果,抗原の量が多過ぎると抗体産生細胞数の分化が著しく抑

えられると共に,抗体産生細胞一個当りの抗体産生能力も低下することがわかった.

B.細 胞 遺 伝 部

本部の研究課題は大きく分けて動物系と植物系とになる.動物系ではネズミを用いて細

胞遺伝学的立場と遺伝生化学的立場から研究をおこなうことを主要な任務としている.

植物系では性の決定と分化,細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,メ/てコ属植物の細

胞遺伝学的研究,各瞳植物の核学的研究アサガオの遺伝学的研究,植物癌細胞ならびに正

常細胞の培養などの研究を行なっている.またロックフェラ-財団の研究補助金による栽

培稲の起原に関する研究の一部を分担し,稲属の系統発生学的ならびに核学的研究を行な

っている.

第1研究室 (吉田) 吉田は米国々立癌研究所の DR.Law と共同で癌の染色体を研究

し,7月 19日に帰国して,引きつづき癌の細胞遺伝学的研究を行なった.森脇は主に癌

細胞の生化学的研究を行ない,栗田は主にネズミの系統繁殖を,中村 (特別研究生)はネ

ズミの染色体を調べた.主な研究業続は次の通りである.

1) マウス白血病 P388の invivoおよび invitroにおける僅々なる亜系の染色体

比較 (吉田･L.W･Law*): マウスの淋巴性白血病 P388の腹水系の2亜系 (P388およ

び P388/Lw),培養細胞株 (P388/P),P388/P から単一細胞培養によって樹立された 3

クT=-ソ,P388/Pをマウスの旗艦-戻した腹水腫蕩系 (R-26)の染色体を比較研究した.

腹水系 P388は 41本の棒状染色体,腹水亜系 P388/Lw は 44本の棒状染色体,培養細

胞の P388/Pは 49本 (34本の棒状と 15本のV字形)からなり,腹腔に戻した R-26

は 45本 (37本の棒状と8本の Ⅴ 字形)で, Ⅴ 字形染色体の減少がみられた.

2) 癌細胞の薬剤抵抗性と染色体 (吉田･LW.Law): マウスの淋巴性白血病 P388

*NationalCancerInstitute,Bethesda,Md.U.S.A.
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の培養細胞に種々の濃度の 8･a2;aguanineおよび amethopterinを作用させて,それら薬

剤に対する抵抗性株の染色体を調べた.一般に低濃度に対する抵抗性株の染色体構成は,

感受性株のそれと大差はないが,濃度が高くなると染色体の培増が見られ,さらに高くな

ると二次的な染色体数の減少が起こつった.染色体数の二次的減少によって生じた高濃度

の抵抗性株は染色体数においては感受性株と大差ないが,核型は著しく違っていた.

3) 完全合成培地に生育した P388細胞の染色体比較 (吉田･Ⅴ.T.Evans*):P388

腹水系細胞を血清を含まない完全合成培地 (NCTC109)と馬血清を含んだ培地にて生育

せしめ培養株の染色体を調べたが,両者とも母細胞の腹水系と同様に41本の種族細胞染色

体をもっていた.しかし,完全合成培養株は染色体数の著しい分散を示した.長らく血清

を含む培養液で培養された P388/Pと,それより誘導された完全合成培地株 (NCTC3749)

の染色体が比較された.合成培地で培養された株では Ⅴ 字形染色体の著しい減少がみら

れた.

4) Moloneyvirusによるマウス白血病細胞の染色体比較 (吉田 ･LW.Law):MO-

loneyvirusによる 25顕の原発マウス白血病の染色体が調べられた. それらのうち 21

顔 (84%)は,40個の棒状染色体をもち,他の3頭は41個,残りの 1顕は,40,41本

の 2頂曲線のカブ-ブをもっていた.RNA性のウイルスに原田したウス白血病は染色体

の異常を伴わないで発生し得る可能性が認められた.

5) p-LLV ウイルスによるマウス白血病細胞の染色体研究 (吉田･A.Precerutti**):

共同研究者の一人,Preceruttiにより新しく発見されたマウス白血病バイラス p-LLV

の原発腫癌は 41本の棒状染色体をもっていた. この腫蕩から取り出された/1イラスを

C3Hf/Biおよび BALB/C の両系マウスに感染させて,白血病を誘発し,それらの染色

体を調査した.両腫癌は共に 40本の棒状染体を持ち,染色体の構成は正常細胞のそれと

ほとんど区別できなかった.

6) マウス胎児細胞の培養過程における染色体変化 (吉田 ･Ⅴ.∫.Evans): マウス胎児

細胞を149日間体外培養 し,その間における染色体数と核型の変化を追求した.1週間ま

での材料では,中期核板のうち,二倍性の細胞は99･1%を占め,その中で,73.8% は40

個の染色体をもっていた.66日目では二倍性は約 50%となり,120日目では約 10%に

減少した.128日日には再び二倍性の細胞が増加し,149日目では約 30%の二倍性の細

胞が観察され,それら二倍性の細胞の中に中部付着の染色体が観察された.

7) ラット正常体細胞の染色体研究 (中村 ･吉田 ･栗田): ウィスク一系ラットの骨づ

い細胞の染色体を乾燥標本,酪酸オルセイン染色法で観察し,染色体の構成を検討した.

観察された 20個の中期の細胞は,すべて 42個の染色体をもち,核型分析の結果,第 4

番目の棒状染色体がⅩで,最小より3番目の棒状染色体がYであると推定した.

8) マウスプラズマ細胞腫癌の染色体数と特異蛋白合成能の関係 (吉田･M.Potter***,

*NationalCancerInstitute,Bethesda,Md.,U.S.A..

** NationalInstituteofHealth,BuenosAires,Argentino.
***NationalCancerInstitute,Bethesda,Md.,U.S.A..
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森脇 ･粟EEF): マウスプラズマ細胞臆病の系統 (RPC-6A,RPC-6C,RPC-20,MOPC-9,

MOPC-3lB,Ⅹ5563Solid,Ⅹ5563ascites)の染色体構成と特異蛋白産生の関係が調べら

れた.7系統はすべて,はば四倍性の染色体構成を持ち,1個から数個のⅤ字形染色体が

戟察された.特異蛋白産生と染色体構成の間には,現在の所明らかな関係は見出し得なか

った.

9) マウスプラズマ細胞白血病の特異蛋白合成機構の研究 (森脇 ･栗田):C3Hマウス

のプラズマ細胞肉腫 (Ⅹ5563)は,特異的なガンマグロブリンを作ることが知られている.

Znvitroでこの細胞にアクチノマイシンを作用させることにより,この特異蛋白合成に対

する遺伝子作用の様相を調べた.また,この肉腫細胞から抽出した RNA をエールリッ

ヒ腹水癌細胞にとり込ませることにより,ガンマグロブリン合成能を誘導することを試み

た.

10) 4NQOによる染色体切断の機構の生化学的研究 (森脇 ･青田 ･栗田): 青田肉腫

細胞に腹腔内注射によって 4NQO(4･Nitroquinoline･N･oXide)を作用せしめると8乃至

12時間後に染色分体の切断を生ずることが明らかになった. この切断の機構の解 明のた

めに結晶 トリプシン活性に対する 4NQOの影響, および腹水癌細胞の酸素消費,蛋白合

成に対する 4NQOの効果などを調べた. これらの研究の結果から 4NQOは吉田肉腫細

胞の分裂期および G之･期に最も強く作用するように思われる.

11) 寒天電気泳動法によるマウス肝臓エステラーゼの遺伝生化学的解析 (森脇 ･栗田 ･

荻田(善)*･荻田(辛)*): 薄層寒天電気泳動法により,マウス肝臓エステラーゼを 25以

上の活性泳動体に分離することができたので, 21系統のマウスについて肝臓エステラー

ゼの泳動像を比較したところ 2,3の系統に他との差異を見出した. さ らにそれらの間

の Flについても調べ,これが両方の親のもつ泳動体をあわせもっていることをたしかめ

た.

12) 実験用ネズミ類の系統繁殖に関する研究 (吉田･森脇 ･栗田 ･榊原 ･佐藤)'. 米国

国立衛生院 (N.I.H.)および Jackson記念研究所より,新しく次の系統を入手した.

DR.Heston(N.Ⅰ.H.)より入手したマウスの系統:BL/De,C3He/De,HR/De,A/He,

Voa,dw.

DR.Law (N.Ⅰ.H.) より入手したマウスの系統: C3H/Bi-HL**,C3H/Bi･LL桝*,

C3H/Lw･HL,C3Hf/Lw･LL,RFM･HL,STOLI,RFM-LL,C58,DBA/2,BALB/CNIH.

Jackson研究所より入手したマウスの系統: 129J,CST,Sm/∫.この外 NIH よりラ

ット2系統,日本で始めてのアフリカ原産 MastonySが入り,それぞれの系統について

遺伝学的な調査を進めている.

第2研究室 (竹中) 1) 性の決定と分化 (竹中 ･米田):種々の雌雄異株植物を用い倍

数体および異数体を作り,その子孫における性の表現状態を見ている.また近縁の雌雄異

*大阪大学医学部遺伝学教室

**Highleukemialine.
★**Lowleukemialine.



研 究 の 概 況 15

株と同株との植物の雑種における性表現を研究しようと交配を続けている.

2) 植物細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制 (竹中 ･小川):各種の高等植物の抽出

液をニンニクの根端細胞に作用させて,放射塀似作用を示すかどうかを見ている.この作

用を示したものの中には被榛のネズミに苦るしい延命効果をあげるものがあった.すなわ

ちリンドウおよびセンブリから抽出した Amarogeninは 1つの有効成分である.ダラ′

キからの抽出分にも同様の作用があることがわかった.

3) タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中): この研究は専売公社の委託による.タノミコ

属植物の系統関係を知るための種間交雑をおこなっている.またタノミコに各種の疾病の免

疫性や耐病性遺伝子を導入することおよび低ニコチンタノミコの作出にも努力している.

4) アサガオの遺伝学的研究 (竹中): 多数の突然変異遺伝子の系統を保存し,遺伝子

の形質発現に関する基礎研究に着手した.また品種間交配により発癌するもののあること

を発見した.

5) イネ属植物の系統発生学的ならびに細胞学的研究 (竹中 ･米田 ･館岡 ･朱): 米田

は花粉粒内核分裂における核型分析について,朱は-プロイド稲における減数分裂時の染

色体行動について研究を続行している.館岡はイネ属の系統進化の研究をおこなっている･

6) 皇桜の起原 (竹中): 里桜は大島桜系と山桜系のものが主であるが,その起原はほ

とんど不明である.種間交雑実験により,また現存品種の種子からの実生突放 (分離)に

よって,それらの起原を探究している.今までにわかったことは幾つかの美花品種は雑程

の子孫の分離によって生じたと思われる.

7) 基本染色体数の諸問題 (竹中 ･米田 ･朱): 竹中はニンニクにおける体細胞染色体

の漸変についての研究を続けている.朱はヤマユリの減数分裂の二次対合と基本染色体数

の関係について研究を進めている･

8) 植物癌の細胞学的研究 (竹中 ･米田)ニ タバコの種間雑種 N.glaucaxN.plum-

baginifoliaに生ずる癌について invivoにおける染色体数変異,invitro における培

地組成と染色体数変異との関係および増殖率について調べた.またアサガオの品種間雑僅

一系統に発生する癌の invivoおよび invitro組織について細胞学的および組織学的研

究をおこなった.

9) 遺伝挙上有用花井の蒐集保存 (竹中 ･宮沢 ･田村)サクラ,ツバキ,カニデ,ウメ,

ふいり植物, アサガオなどの系統を保存している. 1963年度においては里桜の品種につ

いてかなりの追加蒐集をした.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究している.

第 1研究室ではショウジョウバェの自然集団における有害遺伝子の研究を文部省機関肝

究費と米国 N･Ⅰ･H･研究費によって支持された協同研究組織によって進められ,ここに 3

年を経過した.3月に新館中にショウジョウ'l'ェ実験室,飼育宴,飼料調理室(共同施設)
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が完成し,5研究部門約 10名の研究者がこれらを共同使用することになった.4月から

九州大学理学部生物学教室の渡辺奉州助手が流動研究員として前記の協同研究 に参加 し

た.また広島大学理学研究科を卒業した渡辺隆夫修士も協同研究に加わった.9月にはミ

シガソ大学に留学していた平俊文研究負が帰所した.10月から日米科学協力の研究として

東̀京都立大学の森脇教授とロックフェラー研究所のドブジャンスキー教授の協同研究-1シ

ョウジョウノミニ集団の比較研究-に大島部長が参加した.機関研究 (B)-変動する温度環

境におけるショウジョウバェ集団の適応に関する研究一に使用されるコイ トトロソ (変温

読)が年度末に製作完了し,試運転を行なうことができた.

第2研究室では,主として,イネ･コムギ･カモジグサを用い,それらの生理遺伝学的

研究を行なう一方,ゲノム分析法 ･比較遺伝子分析法 ･実験形態学的研究法な どを使 っ

て,種の起原と分化の機構を研究している.

本年は本研究室員の動きが特に激しかった.木原均室長 (所長兼任)は,1月には国際

イネ研究所の理事会,2月には同所主催のシンポジウムに出席のため,フィリピンに出張

した.さらに 3-4月にはロックフェラー財団創立 50周年記念式典に出席のためアメ1)

カに,8-9月にはスエーデソでの第 2回国際コムギ遺伝学シ ンポジウムおよびオランダ

での第 11回国際遺伝学会などに出席のため,ヨーロッパに出張した.阪本寧男研究負は

昨年 11月からイネの共同研究のためマニラの国際イネ研究所に出張中であったが,本年

4月帰国した.片山忠夫研究員は,3-5月,イネ採集のためフィリピン･ボルネオ ･ジ

ャワなどに探検を行なった.またロックフェラー･コムギ研究費により新しく敦賀県立短

期大学卒の中井泰男が研究協力者として加わり,岐阜大学の西川浩三講師 (流動研究員)

は本年も引き続き本研究室で共同研究を行なった.

第1研究室 (大島) 1) ショウジョウJ,'ェの自然集団における有害遺伝子の研究 (大

鳥 ･渡辺(隆)･渡辺(秦)):米国･N･Ⅰ･H･の研究費をもって始められたこの研究は変異遺

伝部向井輝美研究員の協力と 4月から流動研究員として渡辺泰州 (九州大学),また研究

負として渡辺隆夫が加わって強力に進められた.昨年 10月に静岡県須山,十皇木の自然

_集団から抽出された約 100の第 2染色体の劣性致死遺伝子間の Allelismtestを行なっ

た.約 4,200の交配の結果,18.69%の Allelicrateを得た.また一昨年に同じ集団か

ら抽出した第2染色体の致死遺伝子間とも Allelismtestを行ない,一つの特定の致死遺

伝子が 3年間 (1959-1962)にわたって自然集団中に保持されたことを認めた.

Allelism testの結果それぞれ異なる単独の致死遺伝子を有する染色体を 15組とその

うち2つの致死遺伝子を有する染色体を3線とに分塀することができた.

第2染色体に3っの優性標識遺伝子をもつ.､工とそれぞれの致死遺伝子をもつ-エとを

交配して,致死遺伝子の染色体上の座位を推定した結果 11の致死遺伝子は染色体の中央

部分に,他の2つは左端部に残りの2つは右端部に位置していることがわかった.両腕の

中央部に位置する致死遺伝子は見られなかった.また同一染色体にあった2つの致死遺伝

子間の距離は交差単位で 50以上離れたもので, トランス型から交差によってシス型にな

ったものであると考えられる.
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10月に山梨県甲府 ･勝沼の自然集団 (大集団)から多数の-エを同時に採集し有害遺伝

子の頻度を分析した.抽出された約 670の第2染色体の 17%は致死遺伝子を,19%は半

致死遺伝子を,㌘%は低生活力遺伝子をもち,残りの約 37%は有害遺伝子をもたない染

色体であった.この結果を須山･十里木の自然集団 (小集団)の結果と比較すると,明ら

かに大集団ほど有害遺伝子が多数保持されることが見られた.

次に甲府 ･勝沼の大集団と須山 ･十里木の小集団に存在する染色体異常 (逆位)を唾腺

染色体で調べた結果,Ⅹ染色体には異常が見られなかったが,罪2,第3両染色体には 10

種炉のパラセントリックの逆位とペ1)セソトリックの逆位 P)とが見出された.大集団

の方がその種塀 ･頻度において多かったが,第2染色体の左腕にある逆位 (B)と右腕に

ある逆位 (C)は 20-30% におよび,第3染色体の左腕にある逆位 (E)と右腕にある逆

位 (G,H,Ⅰ)は 5-10%で,それぞれ平衡状態にあるように思われた.他の第 2染色体

の左腕にある逆位 (A)と第3染色体の左腕にある逆位 (F)と右腕にある逆位 (∫)はい

ずれも頻度が低くその地域特有なものと考えられた.前記の逆位 (B,C,E,G,H,Ⅰ)は

それぞれ本邦以外のアメリカ,-ワィ,ヨーロッパなどの実験室および自然集団の系統に

ついてすでに記載されている逆位と同じものであるらしく,それらを比較した結果,日本

の自然集団の起原を考える資料の一つになった.今後のより詳しい研究が必要 であ ろ う

が,日本の集団はアメリカ大陸から,あるいは-ワイから移動したきたと考えるよりも,

アジア大陸からきたものと考えられる.

なお前述の3年間も同一の自然集団に保持されていた致死遺伝子は第2染色体の左腕に

ある逆位 (A)と相伴っていた.逆位の部分と染色体中央部分の遺伝子群が高い適応を発

現するようなェビスティシスをもつものとして集団中に永く保持されたと考え,これが致

死遺伝子の集団中の保持機構の1つとなっているであろう.

2) シぎウジョウ,:-の脂肪体細胞におけるト1)プトファン系代謝およびプテリン系代

謝酵素の分化機構の研究 (辛): 脂肪体のこの丙代謝系の都城分化を形態的に確認して,

それぞれの代謝産物であるイソキサントプテリンおよびキヌレニンを化学的に同定した.

次に各鑑限色ミュ-タソトの発生時期におけるこれらの代謝産物特にイソキサントプテ

リン･キヌレエソ.キヌレニン酸および遊離のト1)プトファンの定量的比較研究をして,

従来の研究結果の妥当性を確認し,これらに関与するトリプトファンピロラーゼ,キヌレ

ナ～ゼ,および トラソスアミナ-ゼなどの酵素の性状および作用機作を明らかにした.さ

らにト1)プトファン添食による人為的に誘導された酵素群のミクp電気泳動法による比較

分析をした.これらの一連の研究により,脂肪体細胞の部域分化の機構を遺伝生化学的に

研究できることを確認し現在展開しつつある.またアミノ酸異常系統を用いて蛋白合成系

の異常を追求している.

第2研究重 く木原) 1) 栽培稲と野生稲の系統維持 (木原 ･片山):本年度は,フィリ

ピン,ボルネオ,ジャワおよびア71)カに採集旅行を行ない,13穣 168系統を採集し,

合計 4,265系統の栽培稲および野生稲を系統維持している.

2) イネ属の遺伝学的研究 (木原 ･片山):本年は 0.obloinaliSの多数の系統がポル
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ネオで採集されたのでこれを中心にインド,タイ,フィリピン,セイロンなどに分布して

いる系統を用いて 0.oblcinalisの種内の系統間で交配して種内分化とその地域的関係を

調査した.別にシッキム地方の栽培稲を父,Zndica と Japonicaの栽培稲を母として

TestCross を行ない,交雑成功率,花粉稔性,種子稔性,種子塾,種子重などを調査し

た結果,シッキム地方の栽培稲には Zndicaと Japonica両塾の分化が認められた･

3) イネ属の比較解剖学的研究 (木原 ･片山): 葉身の表皮細胞を灰像法を用いて研究
したところ表皮細胞の配列や細胞型,特に珪酸細胞の型などがイネ属のなかで,かなり分

化しており,款の細胞の解剖学的研究と同様に分類に有効な鍵であることがわかった.す

なわも,珪酸細胞の塾は今まで得られた結果では,OryzaninutaではⅩ塾,0.saliva,

0.06ioinalieなどは鼓型,0.auStralieneiSは細長い鼓塾を示す.

4) イネ属植物の日長性の研究 (片山):新たに採集されたボルネオの系統を中心に0･

obioinaliSの感光性を調査した.その結果,他の程と同様に 感光性の系統に端を発し分

布を拡げるにしたがって不感光性の系統が分化したものと考えられる.別に数年来行なっ

てきた方法でアッサム･シッキムなど高地に分布している野生稲の感光性の強さを調査し

氏.その結果今までわかったもののうち最も感光性の強さの強い系統群であることがわか

った.これはこの地方の平均気温が同緯度の低地に統べて 100C内外低く出穂結実可能な

時期が極めて短かい自然条件に適応したものと考えられる.

5) 笑気ガス処理によるイネの倍数体育成 (木原 ･常脇): 笑気ガス処理によりイネの

倍数体を育成するため,Japonica塾の栽培稲を用い,つぎの実政を行なった.開花期にあ
l

る穂の小花のうち,処理前日に開花したもののみ残し他は全部きり落とした.そこで植物

体を掘り起こし,ポットに移しかえ,栢物体全体をタンクに入れて密封した.そしてまず,

真空ポンプでタンク内の圧を1/3気圧に減圧し,それから笑気ガスを充塀し5気圧で 12

時間処理した.処理後は植物をポット植えのままで普通の条件で育てた.こうして処理し

た6穂から121個体の植物を得た (着粒率 96%,発芽率 69%).そのうち32個体が 4倍

体ないし異数体であった.穂別の4倍体出現率は最低 15%最高 53%平均 26%であった･

6) コムギにおける核置換の研究 (木原):本年は量的形質におよはす異質細胞質の影

響を調べた.材料として核置換の比較的進んだ普通コムギ4品種の核置換系統 (いずれも

AegilopSCaudataの細胞質をもつ)と正常系統を用い,それらの出穂日･草丈 ･分けつ

数 ･乾物重を調査した.その結果,3品種,Triticun vulgareerythrosper仇um,T･

oonpactun No.44,T.SPeuaduhamelianun では-掛 こ核置換系統の方が正常系統

よりも出穂日が遅く草丈が低く分けつ数 ･乾物重も少なかった.これに反し,T.vulgare

Salmonでは置換系統の方が正常系統よりも出穂日が早く草丈が高く分けつ数 ･乾物重も

多かった.すなわち,Ae.oaudaね の細胞質はコムギ自身の細胞質に比較した場合,上記

3品種の核の発現に対して多かれ少なかれ有害な働きをするが,Salmonの場合はそれ自

身の細胞質より有益であることがわかった.このように核と細胞質の新しい組合わせによ

って生物の生活力がより旺盛になる現象を,細胞質的雑瞳強勢 (plasmaticheterosis)と

命名した.
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7) 8倍性 Triticaleの子孫に得られた 6倍性植物の細胞遺伝学的研究 (常脇):8Ⅹ

Tritiealeの後代で6倍性の系統が固定された.この系統の染色体構成を明らかにするた

めノミソコムギとのFlの細胞学的観察を行なう一方,ChineseSpringのモノソーミック･

シリーズを用いモノソーミック分析を行なった.その結果この 6Ⅹ系統はライムギに由来

するRゲノムを失っていること,コムギのゲノムにもⅣ座位を含む欠失を起こしている

ことが判明した.これは高倍数体のゲノムが脱落して低倍数体に逆行することがあ る こ

と,その際,残存ゲノムの遺伝的構成も変化することを示す.この6Ⅹ系統を Salmonと

命名した.Salmonの核置換系統が異常な発育不安定性を示すのは残存ゲノムの遺伝的不

平衡によるものと思われる.

8) 二粒系コムギにおけるネクローシス遺伝子の分布 (西川): 比較遺伝子分析の一端

として二粒系コムギにおけるネクローシス遺伝子の分布を調べた.Ne系について,供試

42変在のうち NelNe2:14.3%,Nelne2:61.9%,nelne2:23･8%で,nelNe2は全く発

見されなかった.NelNe之は野生型にもっぱら分布していることから,この遺伝子型が二

粒系では原始塾であると考えられる.Net系について,供託 49変種は Netl:36･7%,

nell:63.3% であった.

普通系の祖先瞳であるこ粒系における上記の遺伝子型の分布から,普通系の起原を推定

することがある程度可能になった.

9) 合成コムギの放射線生物学的研究 (常脇): 倍数笹の放射線抵抗性に関与している

遺伝的要因を解析するため合成コムギ,その両親のこ粒コムギ,タルホコムギおよび普通

コムギの放射線抵抗性を比較研究した.その結果,(i)合成コムギは二粒コムギ,タルホ

コムギのいずれよりも抵抗力が強いこと, (ii) 合成コムギ,普通コムギのそれぞれの系

釈 (または品種)の間には抵抗力の大きな差があるが全体としては合成コムギの方が普通

コムギより強いこと,(iii) 合成コムギと,その親の二粒コムギの抵抗性の間に相当高い

正の相関のあること,などが判明した.このことから倍数程の放射線抵抗性に関与する遺

伝的要因としては,少なくとも染色体セットの増加,祖先瞳の遺伝子型,倍数程の遺伝的

二倍体化の進行度,倍数種成立後の遺伝的分化の4つを考慮する必要のあることがわかっ

た.

10) 野外で見出されたカモジグサのPolyhaploid植物とそのゲノム構成 (阪本):1962

年三島郊外の丘陵部において, 自然状態で形成された カモジグサ の pOlyhaploid植物

(2n-21)が見出された.このものは 6倍体に比して植物体が小さく穂も細長いが,分け一

つは旺盛である.薪は裂開せず花粉稔性は 0.2%以下で高い不稔性を示した.自然状態で

2粒の種子が得られたが,これらの瞳子から得た植物はdisomic穐物 (2n-42)とmono-

somic植物 (2n-41)で,ともに周囲に生育する6倍体の授粉によって生じたものと推定

された.MonosomiC植物の PMCの MIでは 97%が 20ⅠⅠ+11を示した.Polyhaploid

植物に6倍体の花粉を授粉して,1.0-1.6%の成功率で種子を得た.PolyIlaploid植物の

PMCの MIでは 83%が 21Ⅰを示し,14%は 1ⅠⅠ(末端接合)+19Ⅰで,ごくまれに 2ⅠⅠ

または 1ⅠⅤが見られた.この結果および6倍体植物が 21ⅠⅠを示すことから,カモジグサ
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は3つの異なるゲノムを有する異質6倍体であると結諭された.これは日本産カモジグサ

属の種間雑種の研究から得られた結論と一致する.

ll)Eremopyru仇diStanS と E･triticeun の Fl雑種について (阪本 ･村松*):

カモジグサ属に近縁の Eremopyrum属のゲノム分析の第 1歩として,E.distanS(2n

=14)とE.triticeun (2n-14)の Fl雑程がつくられた.Fl植物は生育旺盛で,多

くの形質は両親の中間を示した.しかし完全に不稔であった.Flの PMCの MIにおけ

る染色体積合は0-3II(モード:0二Ⅰ)で,すべての2価染色体はよわい末端接合を示した･

その結果,これらの2倍榎はそれぞれ異なるゲノムを持っていると結諭された.

D.生 化 学 遺 伝 部

第2研究室遠藤研究員は7月9日アメリカ合衆国 WesternReserve大学に留学のため

出発し,Schwartz教授の研究室において主としてトウモロコシの肱乳および芽生に含ま

れるエステラーゼの組織特異性について研究している.名和第 1研究室室長は昭和37年

9月より同じ米国の Rochester大学にて研究中のところ,10月 10日帰国した.なお第

2研究室には小林特別研究生が4月 25日より研究に参加している.

各室研究の概況は下記の通りである.

第1研究室 (名和) 名和室長は昭和 37年に引続き,38年 9月まで Rochester大学

の Caspari教授の研究室でコナマダラメイガを用いて形質転換の研究を行なった.すな

わちこの鱗毛に関する突然変異体の幼虫を正常系からのDNAで処理して正常系と同じ鱗

宅の出現をおこさせることができた.10月帰国後もこの仕事を継続し,DNAの高度の精

製とその性状の検討,形質転換のための注射のときの条件および鱗毛原基の生成段階と形

質転換の関係などを研究している.

第2研究室 (小川) 1) 臓器組織特異性蛋白質の発生遺伝学的研究 (小川):発生して

ゆく肱に新しい構造が現われてくるしくみを骨格筋蛋白を中心として研究している.いま

までに,その出現する時期,場所,量およびその形成に関与する細胞などについての調査

を完了した.現在はその発現機序の解明に主力が注がれている.この研究は文部省科学研

究費 (各個)によって進められている.

2) 動物の細胞分裂物質の研究 (小川 ･小林): 癌細胞,発生初期の旺ならびに再生組

織を材料として分裂増殖とその制御機構を細胞分化と関連させながら,総合的に調査して

いる.このうち,癌細胞に関する研究は総合研究 ｢細胞段階における癌発現機構の遺伝学

研究｣(代表者,和田文吾)の分担課題である.

本年は,Sweetorangeoil処理によって誘起されたマウス上皮細胞の異常増殖現象をセ

ルp-ズアセテート膜を担体とする電気泳動分析法によって蛋白組成の面から調査した.

異常増殖を示す上皮組織には正常例にみられない4つの水溶性蛋白分画が出現している.

Sweetorangeoilはキソクネンポの果皮油で,香料として食用に供されているため,そ

*木原生物学研究所
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の発癌作用については注目を浴びているものである (RoE1958,MEEK1963)･

3) 制癌性植物成分に関する研究 (小川):総合研究 ｢制癌性植物成分に関する研究｣

(代表者,鈴木三郎)の分担課題で GlycyrhizalRadix(Chinesedicorice)に含まれる

制癌性成分の研究を行なっている.この成分の青田肉腫宿主 (Wister系ラッ日 の延命

効果に関する限界量は 100γ/gラット体重である.

4) 種物種子における蛋白質ならびに核酸の生合成に関する研究 (遠藤): 小麦属 7品

雀の休眠程子の蛋白量を定量した.蛋白質の総含有量およびプロタミン,アルブミン,グ

1,プリン,グルテリン問の含有量はいずれも寝間に有意差を認めない.また倍数性による

RNAの含有量の増加は極めて僅少であった.

第3研究室 (辻田) 1) 家蚕における色素蛋白の遺伝生化学的研究 (辻田 ･桜井):衣

蚕幼虫の叢体色性は皮膚細胞内の Sepiapterinの存在によること,また抽蚕性は皮膚細胞

内の尿酸の量が少ないためであることなどがすでに知られている.これらの purine代謝

および pteridine代謝などの産物は皮膚細胞内の色素娠粒に存在することを明らかにし,

また色素類粒を構成する蛋白を分析し,Sepiapterin と結合する蛋白の分画からこの蛋白

を分離精製し得た.正常系および突然変異系を用いてsepiapterinと結合する蛋白に関す

る詳しい分析を行なっている.

2) 家蚕幼虫皮膚細胞の色素類粒の生体染色および染色類粒の melamine に対する反

応 (辻田 ･桜井):正常幼虫および油蚕の皮膚細胞における色素聴粒は生体染色すること

ができる.たとえは幼虫に neutralred を添食すると,皮膚は赤紫色に染まるが,この

場合皮膚細胞内の色素類粒が赤紫色に染まる.併し同時に,他の種々の器官細胞における

別の範噂に属する額粒が neutralredに赤色,燈色,淡青色など種々の反応を示すこと,

この染色幼虫に melamineあるいは melamineacetateを添食すると,皮膚細胞の色素

一類粒の崩壊と共に neutralred も細胞より失われ,皮膚は透明となることなどを観察し

た.

3) タバコの葉よりアルカロイドの発散に関する研究 (辻田 ･海老): タバコの葉中の

ニコチンは成熟期に入るとこれが葉面より発散するが,その発散畳は晶穫により著しい差

異がある.この発散機構を知る1つの手段として蒸散抑制剤グリンナ-,OED グリーン

などを成熟期にあるタバコ葉面に撒布した場合,ニコチン発散量はどのように変わるかに

ついて実験した.

次に新しく地方に配布された新品種のニコチン発散量の多寡を見るため,従来の品種を

含めて7つの品種について,成熟期におけるタバコ植物よりのニコチン発散状態を比較調

査した.この研究は専売公社受諾研究費によった.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部では,農作物や家畜などの有用動植物の育種に関係のある基礎的研究を行な

っている.部はー3研究室に分かれ,それぞれ,動物 ･動植物の育種方法ならびに植物を攻
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扱っている.第1研究室は,2年余り滞米研究中であった山田室長が8月帰任し河原研究

員と共にニワトリおよび実鹸動物についての試験を行なっている.第2研究室は,酒井室

長と井山研究員の他,研修のため内地留学生として農林省茶業試験場より派遣された鳥畳

尾忠之技官および,研究のため滞在中の北海道大学大学院学生島本義也研修生が,イネ,

オオムギ,アサガオ,タバコ,チャを材料として,交雑実験や放射線処理実験を行なって

いる.なお,7月までは,鈴木昭男研究員が研究に協力していたが,同月,職を辞して米

国ノースカロライナ大学に留学した.第3研究室は,岡室長と沖野 (森島)研究員が,戟

培イネの起原に関する研究,および栽培作物と野生植物との進化的関係について研究を行

なっている.なお岡室長は,イネの野生穫および栽培種の研究のため,11月西アフリカに

出発し,現地における危険や不便に堪えながら日下旅行中である.

第1研究室 (山田) 1) 育瞳と環境に関する諸問題を解決する足掛りとして,山田室

長が,米国 Purdue大学に在って,NSFの援助の下に,Dr･A･E･Bellと協同して進
められていた Tribolium を材料とし,異なる栄養2水準下において,大小2方向-の体

重に関する選抜は,16代をもって,一応終了した.現在までに次のような事実が明らかに

された.a.高い栄養水準のもとでも,低い栄養水準のもとでも,最もすぐれた能力を示

した系統は,与えられた環境における能力に関して直接選抜が行なわれた系統で,いずれ

の環境でも,選抜方向の如何を問わず,直接選抜が間接選抜に優った.

b.各系統で,栄養 2水準での能力差は,高栄養水準の能力に関し大きい方向-選抜さ

れた系統において最も著しく,低栄養水準の能力について大きい方向へ選抜した系統で

は,高低2水準の差はほとんどない.選抜方向が小さい体重に向う場合には,全く逆の関

係が見られる.系統と環境の相互作用は,選抜世代が進むにつれて著しく増大される.

C.世代当りの選抜反応は,体重を大にする方向への選抜では,低栄養水準の能力に関

し選抜された系統が低栄養水準のもとで飼育された場合に最大であったが,逆方向-の選

抜は,高栄養水準の能力について選抜された系統が,高栄養水準のもとに飼育された場合

に最大であった.

d.2栄養水準での平均能力においては,体重を大にする方向への育種においては,低

栄養での能力について選抜されてきた系統が最もすぐれ,小さい方向への青笹では,初親

において高栄養で選抜された系統がまさるが,後代においては選抜環境の差異はほとんど

ない.したがって育種のために望ましい環境は,能力を,改良しようとする方向と逆の方

向に変化させるものが望ましいという考え方が支持される.

e･選抜によって作られた諸系統を,種塀を異にする環境に移して飼育する場合には,

栄養水準で見られた各系統の優劣は必ずしも維持されない.この事実は,育種の際に,と

りあげる形質の改良方向,目標によく適合した環境の選抜が重要となることを示唆してい

る.

f･一般に同一形質と見倣されている場合においても,環境が異ることにより,その遺伝

的ならびに生理的背景は著しく異る場合がある.したがって,異る環境下での選抜は,目

的とする形質の発現過程において,異なる生理機能へと選抜されるため,表現型で相似し
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ても,生理遺伝学的機能においても,また他形質との関連においても,著しく異なる系統

を生むに至ることが明らかにされた.

g･ 各系統間の交雑を行ない,発育の全過程を貯化から成体まで,高低2栄養水準下で

研究した結果, ドミナンスの程度は環境によって著しく変更をうけることが明らかにされ

た.また,いわゆる-テロ-シスの現象は,発育の全過程にわたって体重増加を起こさせ

るものではなく,主として成長速度と早熟化に現われ,成体重では全く相加性が成立する.

-テp-シスはまた,体重の大きいもの同志の交配では原著でなく,小×小で著しく,大

×小では,部分優性を示す.

高低2栄養水準は,成体重において,ごくわずかの差異を生ずるにすぎないが,低い栄

養水準は,高い栄養水準での場合に比し,発育諸段階を遅らす方向に作用する.ただしそ

の程度は,各系統の選抜の歴史に依存する.

正逆交雑によって観察される母体効果は,幼令期の発育において極めて麟著であるが,

成体重においては僅少となる.

h･選抜系統の適応度を,無選抜対照集団に対する相対適応度として,16代の選抜終了

後に,2栄養水準下で検べた結果,大きい方向に選抜された系統においては,両水準下で

ともに対照集団を凌駕し,系統と環境との問で相互作用は認められなかった.他方小さい

方向に選抜された系統は,いずれも対照区に比較し,両水準下で著しく低い.これらの系

･銃では,系統と環境との間に著しく有意な相互作用を認めた.

以上の結果は,漸次,雑誌 GeneticalResearchに発表される予定である.

2) ニワトリの経済諸形質における遺伝子型と環境との相互作用に関する研究 (山田).

a.環境要因として貯化時期がとられ,民間瞳鶏場と協同し,1年毎月同一交配からのヒ

ナを僻化し,それらの性成熟,産卵率,卵重および成長などに関して研究した結果,性成

熟,産卵率,卵重において著しい相互作用が認められた.これらに関してはさらに分析研

究中である.

b･ 検定場所を環境要田として,相反選抜の Fl鶏群における半姉妹鶏群との間の相互
作用を,産卵率および性成熟日令に関して評価した結果,相互作用にもとづく分散は,全

体の 5-10%程度であった.しかし場所の差のうちに,管理,鶏舎構造上の差異が交絡し,

相互作用をもたらした主要環境要素を引き出すことは困難である.

また,相反選抜において,純粋程と交雑 Flの能力に関しての遺伝相関は,性成熟,産

卵年ともに正で,しかも大きく,一般に鶏の経済形質において超優性の存在を仮定するこ

とには可成り疑いがもたれる.

3･ ニワトリ旺発生初期の発育に関する研究 (河原): 3品塩ならびにそれらの正逆交

雑 Fl,F2,戻し交雑を用い,48時間肱における中旺葉体節数について研究を行なった.分

散分析の結果,母体効果が有意であった.また,-テローシス発現に対し遺伝子型と細胞

質の関係があることが推定された.

4) ニワトリ孝九重量に対する-テp-シスと左右不相称に関する研究 (河原):2品

種ならびにそれらの Flの 0,5,12遇令ならびに成熟時として 43適合の幸丸重量を測
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定した.純粋程では0遇で差異がみられたが,他の日令においては差異はなかった.Flわ

正道間には全日令とも差異はみられなかった.Flは 0遇においては両親の中間値を示し

たが,日令の経過とともに-テp-シスが顕著に現われた.左右不均斉は全期を通じてFl

は純粋種よりも大きな差異がみられ,特に幼令期である0ならびに5週令において顕著で

あった.

5) 体重,卵重,卵長および卵幅問の遺伝相聞 (河原): 卵重と体重の相閑係数はかな

り高い正の値を示すことが報告されている.経済的には飼料利用性から小腹で大卵のもの

が望まれる.しかし,遺伝相関が示すように,大卵に選抜すると相関反応して体重も大き

くなる.上記形質について-リクビリティーと遺伝相関係数を推定した結果,-リクビリ

ティーは卵重 (0･33),卵長 (0･47),卵幅 (0･24)および体重 (0･66)であった.遺伝租

関は体重一卵重間 (0･54)体重一卵幅間 (0･48)で比較的高いのに対し,体重-卵長間

(0.29)であった.また,卵重一卵幅間 (0･83),卵重一卵長間 (0･82)および卵幅一卵長

間 (0.31)であった.これらのことから卵長ならびに卵幅に対しそれぞれ大小の方向への

分離選抜を開始し,体重の相関反応について実験中である.

6) 卵重構成成分に関する研究 (河原): 昨年度に引続き卵重を卵自重,卵黄重ならび

に卵殻重 (卵殻睦も含む)に分割してそれらの遺伝的変異ならびに形質間の相関について

研究を行なっている.推定された-リクビリティーは卵重 (0･77),卵自重 (0･87),卵黄星

(0.29),卵殻重 (0･37)であった.形質間の相関は,卵重一卵自重問 (0･91),卵重一卵黄

重間 (0.59), 卵重一卵敬重間 (0･62),卵自重一卵黄重間 (0･22),卵自重一卵殻重間

(0.46)および卵黄重一卵殻重間 (0･33)であった.

7) 誘発奇形に関する研究 Ⅰ･γ線照射による F2および戻し交雑における奇形発現頻

皮 (河原): 昨年までに純粋埋,Flならびに戻し交雑の一部について報告したが,本年度

は F2ならびに戻し交雑について研究し,Flに認められた母体効果と遺伝子型双方の関与

をこれらのデータも加えて検討中である.

8) 誘発奇形に関する研究 ⅠⅠ･ サ リドマイドによる誘発奇形 (河原): γ線による誘

発奇形実験に用いたものと同一材料について,サ リドマイ ドによる誘発奇形の形態ならび

に頻度について研究を行なっている.特に2つの処理に対する感受性と遺伝子型の関係に

ついて実験中である.

第2研究室 (酒井) 1) メ/てコの器官形成における発育不安定性の研究 (酒井.島本):

タバコの葉における葉脈形成,葉肉部および葉身の発育においてあらわれる発育不安定性

の遺伝学的研究を,4品程とその相反雑租 12組合わせの Flをつかって,ダイアレル分

析を行なっている.その結果によると,発育不安定性は,大部分が相加的効果をもったポ

1)ジーンによって支配されることが知られた.さらに,葉の発育に関与するポリジーンが,

発生段階によって順次分化している可能性をつかみ,目下それを追求中である,この研究

は専売公社の委託による.

2) 植物の生育密度に対する反応と,遺伝子型間競争力との関係 (酒井 ･井山): オオ

ムギ 12品任をつかって,個体当り生育面横を 2×2cm2から 32×32cm之まで,5段階
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に変化させて,密度反応をしらべ,栄養生長は,生育額域に比例して増大するが,桂子生

産力は一定飯域以上では限界に達すること,その限界は遺伝子型によって差があること,

生育領域増大に対する反応は,遺伝的形質であることを確かめ,さらに,競争力検定晶鑑

に対する混植反応から各晶塩の競争力をたしかめた.生育領域に対する密度反応と競争力

との相関をしらべると,その値は特に,生産種子量においてはなはだ低く,はばゼロとみな

された.このことは,従来しばしば,密度増加に対する反応を競争と定義する生態学者の考

え方に対し,両者を分けるべきであると主張する私達の考えを支持するものと思われた.

3) イネの量的形質を支配するポ リジーンの突然変異と多面発現作用 (酒井 ･鈴木):

1959年にⅩ線処理をして以来,自然淘汰の効果を最少に保つようにして繁殖してきたⅩ4

集団と,それに対応する無処理集団との統計遺伝学的比較によって量的形質は原月的 に負

方向-の突然変異を起こすことを確かめた.さらに,遺伝相関の比較によって,異る量的

形質に同一ポリジ-ソ系が多面発現的に作用していることを明らかにし,多面発現効果に

関する新しいパラメータ-を得ることに成功した,それによると,穂数と穂長とは.同じ

ポリジーン系によって多面発現的支配をうけることはなはだ強く,それによる遺伝相関は

-0.9に逢した.詳鰍ま目下,米誌 RadiationBotanyに印刷中である.

4) イネの穂の各器官の発育遺伝学的研究 (酒井 ･島本):上記のⅩ線処理集団と無処

理集団とを使い,頼長,穂の基部節間長,下から第2,3および4節に生ずる硬板の長さに

関する統計遺伝学的分析を行なった.その結果,各部分に関与するポリジ-ン系の多面発

現性を明らかにし,さらに,各形質の発育不安定性間の遺伝相関から,各形質の発育的関

係を追求した.それによると,穂の主軸を支配する遺伝子は,同時に,第4節の枝榎の発

育を強く支配し,両者は発育的にも極めて近いことか明らかとなった.このことは,従来,

顕微鏡下で幼穂解剖によって知られたものと全く一致し,この統計遺伝学的分析方法が有

効であることを示した.

5) 茶樹の統計遺伝学的研究 (酒井 ･鳥屋尾): 茶樹育種の基礎知見を得るために,農

林省茶業試験場の材料によって,一般的な統計遺伝学的分析を行なった.その詳細はいず

れ,同場報告に発表される予定である.

6) 量的形質の細胞質遺伝に関する研究 (酒井 ･鈴木 .井山): アサガオの桂子の重さ

が傾母遺伝をすることを基にして,二三組合せにつき各瞳の雑程子孫を作り,目下調査分

所中である.

7) 他殖性生物集団における連鎖不平衡の効果 (井山):他殖性生物集団に連鎖不平衡

の状態が存在すると,-テロ接合体が有利になることを,ショウジョウバェを使って,実

験的に確めている.

第3研究室 (岡) 1) 稲における栽培条件反応性の進化 (岡):台湾台中において野生

稲から近代育成系統までの範囲を含む 10品鑑を移植 :直播,施肥 :無肥,除草 :無除草

の組合せによる8条件で栽培し,この条件に対する反応性の晶径間差異を調査した.その

結果,移植および除草に対する反応は栽培化にしたがって徐々に向上し近代育柾により急

激に高められたこと,肥料反応の向上は主として近代的育塩によること,一般的隆子生産
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力は栽培化の初期に急に向上しその後の増加は反応性の進化と関連してそれぞれの地方の

条件の下で行なわれたと考えられること,などが見出された.

2) 稀の雑確集団の自然淘汰による変化 (岡 ･森島): 野生稲と栽培稲の雑徒集団を 3

種塀の異なる繁殖方法で F7まで栽培し各瞳形質を調査した結果を分析した.自然淘汰に

より,世代が進むにしたがって脱粒性,-穂粒数などは栽培塾に近づいたが,その変化が

最も急速であったのは放任受粉させ混合播種を行なったM群であった.系統内遺伝分散は

徐々に減少しているがその減少速度は自殖系統栽培を行なったS群よりむしろM群の方が

著しく,また栽培型に近い系統群は野生型に近い系統群よりも系統内遺伝分散が小さいこ

とが指摘され,このことから他の形質の栽培型化に伴なって自殖率が高まったと考えられ

た.

3) 稲の雑瞳崩壊に関する研究 (岡 ･森島):Fl雑程は高稔であってもF之以後に不稔

性あるいは弱勢を示す個体が現われる雑榎崩蒙現象と品種の系統発生的分化との関係を明

らかにするため,昨年に引続き,栽培および野生の稲のテスタ-と多数の栽培品種との

F2集団を栽培し,不稔性および稗長などの量的形質を調査,分析中である.

4) Sativa群の程の雑穫不稔関係 (岡 ･森島): アフリカおよびアメリカで採集された

0･perennisの多数系統の雑種不稔性を調査し,昨年までに得られた結果と総合して,

Sativa 群に属する瞳の雑埋不稔関係をほぼ調査終了した.種間および種内に全く雑租不

急関係の見出されない Glaberri仇a系と異なり,Sativa系では雑瞳不稔性による複雑な

隔離機構が発達しているようである.特にアメ1)カの 0.perennisは他の地域の 0･

perenni8および 0.salivaとの間で高い雑程不稔性を示すことが見出された.

5) 稲の雑種強勢に関する研究 (岡･森島):栽培稲および野生稲を用いて予備的な失

政を行ない,高温より低温の方が,多肥より少肥の方が雑穫強勢が戯著であることが見出

された.現在,塩々の程度の雑種性を持った材料を用いて研究を続行中である.

F.変 異 遺 伝 部

動機物および微生物を用いて放射線遺伝学とその応用研究を行なっている.第1研究室

(動物)は土川清が室長心得となり,大図英二 (北大理 ･大学院学生)や赤卿召(塩野義研

究所研究員)の協力をえてネズミを材料に研究した.向井輝美研究員はショウジョウ/;ェ

を用い,書川勲,千瞳貞男および山崎常行 (後2名は京大農 ･大学院学生)が協力しで集

団遺伝学的研究を行なった.これはアメ1)カ NIH の研究費による=集団における有害遺

伝子の研究"と り放射線誘発突然変異の適応度-の効果"の分担である.

第2研究室 (植物)では松村清二部長,藤井太朗研究員のほか馬淵智生がコムギ,イネ

および ArabidopsiSを用いて研究した.東洋L,-コソ科学振興会研究助成金による継統

研究のほか, ロックフェラー財田よりの り稲の細胞学ならびに遺伝学的研究''の分担と

=合成コムギの遺伝学的研究" (流動研究員 西川浩三)の木原研究室との共同研究を行な

った.またミズ1)一大学 (USDA)の E･R･SEARS博士 (外国流動研究員)が 10,11月
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に来日した.藤井は9-10月にIAEA の =中性子の生物学的影響"の国際シンポジウム

ブルック-ブソ国立研究所)に出席と中性子照射のため渡米した.

第3研究室 (放射線実験室)は近藤宗平室長が9月に阪大医学部に転出したため,松村

部長が室長を併任し,池永満生 (京大理 ･大学院学生)を研究員として採用した.ほかに

石和浩美研究員がおり,協力者の梁永敵は8月にアメリカ-留学した.突然変異生成機構

と放射線の生物効果の生物物理的研究を主として行なった.これらは東洋レーヨン科学振

興会研究助成金によって行なわれたものが多い.

第1研究室 (土川) 1) -ツカネズミによるポリジーンの放射線誘発突然変異率 (土
川 ･向井)および iso･allelesの突然変異率の研究 (土川)では昨年に引き続いて実験を

行ない,ことに前者の課題について,さらに利用できる骨の変異を調べ,大図が7-10月

にわたり協力し,その一部は近く発表の予定であり,またこの調査中にNC系に歯槽膿漏

様の特異な歯槽骨異常吸収がみられ,与えられる飼料の種煩と頻度との間に関係があるこ

とを認めたので,第 18回日本口腔科学会総会に発表する.

2) -モグロビン塾による突然変異率の推定 (土川) には昨年調査した10系統あまり

のうち,特異な塾をもつ C57BL の-モグロビンにより,抗体産生の実験を実施中であ

る.

3) そのほか,放射線感受性の問題に関連して,大図が C57BL,BALB/C,TC3H の

3系統について,Ⅹ線照射後および無照射の動物の腹艦内単核喰細胞誘発の実験を行ない,

また赤堀は主として4穫塀の催奇塾物質を用い,系統間における春型誘発の差異を 10系

統について調査した.

4) キイpショウジョウバエの適応度に関する-テロ-シスの研究(向井 ･千種 ･膏川)

は昨年度に引き続き,1本の第 II染色体より出発して,生存力を支配するポ1)ジーン的

突然変異をこれより増殖した染色体上に蓄漬し,第10,15,20,25代に引き続き第32代で

広範なテストを行ない,突然変異率が 0.14/第 ⅠⅠ染色体/世代であることを確認すると同

時に,新しく起こった突然変異がホモの geneticbackgroundでシスの状態にある限り超

優性を示すことを確認した.これに反して新しく起こった突然変異がホモのgeneticback

groundでおたがいにトランスの状態にあるとき,および-テロの geneticbackground

にあるときは, 不完全劣性を示すことがわかった. これらの結果は第 Ⅰ報 (Genetics

に投稿中)および第 ⅠⅠ報として発表の予定である.また,昨年に引き続き単一劣性遺伝

子による-テロ-シスの集団遺伝学的分析を行なっている.

5) キイロショウジョウバェの生存力と発育速度との関係 (向井 ･山崎)では上記の集

漬された突然変異について,それぞれホモと-テロの状態で生存力と発育速度との相関を

約120万匹の-工に基づいて推定したところ,非常に高い相関,すなわち生存力の強いも

のは発育速度が早いことがわかった.

6) キイロショウジョウバェにおける放射線誘発突然変異率の推定 (向井 ･吉川)では

第ⅠⅠ染色休に 500rの Ⅹ線照射を行なって,誘発した生存力を支配するポリジーンの突

然変異率を推定したところ, 0･79/第 11染色体/500r となり,倍加線量は 83r となっ
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た.

7) 放射線誘発突然変異の-テロの状態での生存力への効果 (向井 ･吉川)では昨年に

引き続き,キイT]ショウジヲウバェの生存に対する放射線誘発突然変異の-テT,の状態で

の効果を約150万匹の-工を数えて調べたが,その効果は geneticbackgroundの函数と

して現われることがわかった.実験結果は予報として遺伝学雑誌 (1963)に発表した.

第2研究室 (牧村) 1) 緩急照射による放射線影響の比較 (松村 .馬淵) の研究には

水稲晶瞳農林8号の気乾瞳子を用い,γ線およびⅩ線を緩急照射した.Xlの芽生長と僅

子稔性については同様の傾向がみられ,緩照射は急照射に比べて影響が強かった.一方,

照射後播瞳までの貯蔵の延長に伴って両照射とも障害が増大し,貯蔵効果が認められた.

x2での葉線素突然変異でも直接障害と平行して,貯蔵の効果がみられた.

一粒コムギでも同様の研究を行なったが,緩急照射について逆の結果をえ,さらに検討

中である.これは特定研究 =突然変異生成における放射線の線量率効果の基礎研究" (代

表者 田島弥太郎)の分担テーマである.

2) 連続弱照射のムギ塀におよはす影響 (松村 .藤井) にはコムギ3群を γ一画場の艶

々の線量率の点に定植し,生体に一時に急照射したものと比較した.その結果は日生研時

戟"に報告した (代表者 松尾孝嶺の "原子炉ならびに γ･圃場の共同利用に関する研究"

の分担).

3) γ線照射した トウモロコシ花粉における突然変異率の線量率依存性 (馬淵 ･松村)

では,花粉にγ線を緩急照射して優性腫乳遺伝子 (Su)の劣性体細胞突然変異率を比較し

た. 緩照射による突然変異率は線量とともに直線的に, 急照射では指数函数的に増加し

た.この体細胞突然変異は主として染色体異常によるものであろう.その突然変異率は線

量率に依存し,急照射の変異率は緩照射の 116-3･2倍であった.モザイク粒の出現には

大差なく,突然変異の生成機構究明に役立った (生研時報 15号参照).

4) ムギ類の放射線影響に対する RBEの研究では,松村はオークリッジ国立研究所の

14MeV 中性子を用い γ線との生物効果比を比較したが,前回とほぼ同様の結果をえた.

さらに広島大原爆放射能研究所の 14MeV 中性子と当研究所の Po-Beによる平均 7.2

MeV 中性子をも併用して RBEの研究を続行中である.

また藤井は chlorina突然変異体と正常との Fl種子に γ線 (60Co)と 14MeV速中

性子 (ORNL)を照射し,RBE の調査を行なった.突然変異率は chlorina遺伝子の体

細胞突然変異に由来する縞の現われ方を調べ,この縞をもつ穂の頻度を計算する方法によ

った.芽生長,突然変異率ともに 14MeV 中性子はγ線の約 13倍の RBEを示した.

また中性子の 1･4krad照射では約 20%が生存し,致死率が高く一粒コムギに対しては

lkrad以下の線量が適当であることがしられた.

これらは特定研究"照射条件の差異による放射線障害の解析的研究=(代表者 松村清二)

の分担である.

5)ArabidopSisによる fissionneutronのRBE (藤井)の研究では,A.thaliana

の正常とhairleSS突然変異体との-テロ隆子に ORNLの 1･5MeVfissionneutronを



研 究 の 概 況 29

照射し,対照として 187Csの γ線を粋射して RBEの比較を行なった. この植物は放射

線感受性がきわめて低く,γ線 40kr,中性子 3･5kradでも発芽,生存率には影響が現
われないため hairlesS遺伝子の体細胞突然変異によって調査した.花が小さく多数の

Fl桂子をつくることは困難なため,F2桂子に照射を行なった.対照区,各照射区ともに

正常と hairlessは 3:1に分離したことから正常型を示す個体のうち 2/3は-テロ植物

であると仮定して計算した結見 丘ssionneutronの体細胞突然変異率の RBE は γ線に

比し約 15と推定された.

6) イネ属植物の桂子蛋白の瞳特異性 (馬淵 ･桜井)の研究には,栽培イネ2品瞳と野

生イネ 2塩の水溶性程子蛋白を寒天電気泳動法によって分画した. その結果, Oryza

sativaのインド塾および日本型の2品種では4種規の蛋白を分画できたが,その移動度に

は差異はみられなかった.一万,0･Sativaf･SPOntaneaおよび 0･perenniSでは 2

穫類の蛋白質が分離でき,1鑑煩は共通の移動度を示し,他の1種類はたがいに異なって

いた.以上の結果は同じゲノムをもつ植物でも塩によって蛋白の種類あるいは化学構造が

異なっていることを暗示する.

そのほか,イネ属のゲノム分析は 0･punetata の交雑について進み,また 0･oblci-

nalis種内の系統分化についての研究 (松村 ･馬淵)も木原研究室と共同で継続している･

7) ビートの生理遺伝学的研究 (松村)はビート数品程 (倍数性品瞳を含む)の小母板

を低温処理後,調節温室やグロースキャビネットに定植して,その抽苔を調査して,春播

性と秋播性の問題を研究した.これは総合研究 "作物の発育相に対する日長と温度との関

係=(代表者 志佐誠)の分担である.

第3研究室 (松村) 1) =放射性同位元素による内部照射と外部照射との遺伝的効果の

比較"(代表者 松村清二)は磯閑研究課題である. 82P をサルモネラの遺伝子に取 りこま

せた実験では,致死効果についてはその大部分が 82p- 82S の元素変換効果によるもので

あり,原子核変換に伴うβ線効果の寄与は少ないが,復帰突然変異に対してはいくぶんβ
線効果が考えられることを指摘した (近藤 .石和 ･梁).また 32P をカイコに食下させて

突然変異を誘発する実験では,雄には原子核変換の効果は認められなかったが,雌の場合

には蹟著な効果を示すという結果をえた (近藤 ･池永).

2) =化学物質による突然変異生成機構に関する研究" (代表者 田島弥太郎の総合研究

の分担)では,HN02によるバクテリオファージの致死および突然変異の頻度の温度依存

性の解析から,致死と突然変異はDNA中のそれぞれ異なった塩析の塩基の脱アミノ化に
よることを確認した (近藤 ･石和 ･梁). また従来,微生物の突然変異誘発剤としてしら

れていた EMSをカイコに授与することにより,高等生物でも高頻度で変異が誘発される

ことを明らかにした (近藤 ･池永)･

3) 元素変換と紫外線との協力作用の研究では,サルモネラの致死効果に対して遺伝子

内での32P崩壊と紫外線が著しい協力作用を示すことを明らかにし,これを生物物理的立

場から分子レベルでの取扱いを行なうことによって 30･P崩壊の致死効果に対する仮説を提

唱した (近藤 ･梁).
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4) 紫外線の致死作用,およびその光回復機構の研究においては,紫外線照射によって

大腸菌のDNAに生成されたチミンダイマーを分離 ･精製することにより,他のinvilro

での系で発表されている紫外線の致死作用の主役はチミンダイマーであるという結果を確

認した.また蛋白合成を阻害した系と補足培地との比較より回復機構についてのモデルを

凝出した (近藤 ･池永).

5) 化学的標的理論による致死および突然変異の研究では,明確な化学事象によって致

死や変異が起こる場合を ¢Ⅹ174からヒトの細胞にわたって調査を行なった.その結果,

高等生物ほどゲノムが大で有機的統一性が高く生命保持能が安定であることを明らかにし

た (近藤).

6) RBE (生物効果比)の LET (線的エネルギー付与率)依存性に関する理論的研究

では,従来,提出した多標的モデルに化学的標的理論を加味することにより一層完全なも

のとした く近藤)･

7) 線量測定では昨年に引き続き,農林省のγ一圃場の線量分布の測定,当研究室の 187Cs

および 60Coγ･ルームの線量測定,さらに広島大学, オークリッジ国立研究所の中性子の

線量を測定した (近藤 ･石和).

G.人 類 遺 伝 部

人析遺伝部は第1･第2研究室の2つからなり,それぞれ人類の正常ならびに病的形質

の遺伝学的研究および人塀集団の遺伝学的理論と統計的方法の研究を主として行なってい

る.そのほか随時に外部からの遺伝相談にも応じている.

今年は人類遺伝部にとって創設第3年目で,研究活動の基礎がほぼ確立され成果をうる

ようになった.部長松永 英は3月に厚生省の中央薬事審議会臨時委員を委嘱され,以後

医薬品安全対策特別部会負として活動した.松永はまた WHO (世界保健機構)の人界遺

伝学に関する専門委負を委嘱され,12月 10日より 16日までスイス国ジュネ-ヴにおい

て開催された同委員会に出席し,｢人塀遺伝学と公衆衛生｣に関する報告書の作成に協力
した.

第2研究室長木村資生は昨年に引続き,本年も4月末まで米国ウィスコンシン大学に滞

在し,医学遺伝部主任のJ.F.クロウ教授と共同研究を行なった.木村は5月に渡欧1,

イタリアのパピア大学遺伝学教室において,同教室主任の L.L.カバリ･スフォルザ教授

と人塀の統計遺伝学に関する共同研究を行なうため 9月末まで同大学に滞在した. この

間 9月 2日より10日までオランダの--グで開かれた第 11回国際遺伝学会議に出席

し,副会長の名着を与えられた.10月 18日に帰国し,本研究所で従来通り集団遺伝学の

理論的研究を行なっている.

今年行なわれた主な研究の概況は下記の通りで, これらは Rockefeller財団および米

国 NIH からの研究補助金ならびに文部省科学研究費の援助によることが大きいことを特

記しておきたい.
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第1研究童 (聴永) 1)ABO血液型による自然淘汰の研究 (平泉 ･松永): 前年度の

年報に報告したように,1962年夏秋田県大館市において,妊娠歴聴取および親子の血液

型を判定する大規模な調査が行なわれた.その後,調査の完成された約2,400家族につい

て分析が進められ,次のような知見が得られた.i) 自然流死産率,出産後の死亡率,坐

存子供数,妊娠回数,子無しおよび不妊夫婦の割合などに関し,適合,不適合組合せの闇

には全く差が認められない.ii) 得点法による最尤推定値 (ただし第一回近似値)を求ゎ

てみても,i)で暗示された結果に一致して, 不適合児の生存率の低下は認められない.

これに反して,-テロの AO,β0 の父親から 0遺伝子を担った精子がより多く子供に

伝えられるという,受精前淘汰の存在が暗示された.一方こうして推定された生存率にも

とづいて,各交配型における流死産率の推定を行なうことができるが,これは実際に聴取

された流死産率と満足すべき程度の一致を示している.目下,より精度の高い推定値を得

る目的から,数値計算が進められつつある.

2) Down症候群の発生に関する統計的研究 (松永):Down症候群は特定の染色体異

常に基づく精神薄弱の特殊型である.欧米では約500回の出産に1回の率で発生し,けっ

して珍しい異常でないが,わが国ではこの点に関する資料がまだ不十分である.そこで全

国の精薄関係の施設に照会したところ,6-18才の精薄者 4,483人のうち Down症候群

と診断されている者は 340人 (7.6%)であった.Ⅰ.Q.の分布をみると,息児の 96%が

50以下であるのに対し,収容児および通園児全体では Ⅰ.Q.50以下の者は 68%である.

したがって Ⅰ･Q･50以下の精薄老中の Down症候群の頻度は約 10%と計算される.他

方,人口中の 6-18才の年令層における Ⅰ･Q･50以下の者の割合を 0･7% と見積ると,

Down症候群の頻度は約 0･07% (1:1,400)となる.しかし患児が 6才未満で死亡する

率は平均より高いから,出産児当りの頻度はもっと高くなるはずで,恐らくわが国の出現

率は欧米のそれに近いと思われる.

つぎに Down症候群の発生頻度と母の年令増加との間には,強い正の相関がみられる.

この異常の出現する平均の危険率を1とすると, 29才未満の母の危険率は 0.5,30-34

才の母のそれは 0･9,35-39才の母では 2･5,40-44才の母では5･3,45才以上の母で

は 18.7と危険率が急激に上昇している.この関係は白人の場合とほぼ同様で,母の年令

増加に依存して 21番目の常染色体の不分離を誘発する機構には人僅差の認められないこ

とを意味している.

3) 人燐の染色体異常に関する研究 (外村):前年度より引続いて,国立国府台病院小

児科をはじめ,2,3の国立大学付属病院の各科の協力を得て,Down症候群や性分化異常

者の染色体調査を行なってきた.本年度はそのなかで,Down症候群を示す 1例の患者に

染色体数が 46(正常),47(21･trisomy),および 48(21･tetrasomy)の3つの細胞群を

含むモザイックを見出し,詳細をActaGeneticaetStatisticaMedica,Vol.14に報告し

た.また,正常なⅩⅩ塾の性染色体構成を有する細胞と1個のⅩ染色体の短腕部が欠失し
たと考えられるⅩ<塾の構成を示す細胞とがほぼ 1:1の割合で混在している Turner症

候群の1例を発見した.一方,精神薄弱児の1例に異常に長い Y染色体が見られたので,
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その家族の染色体を検査し,長いY染色体が遺伝性であることを確認した.また,この問

題と平行して日本人の正常男子 50人のY染色体の長さの変異を調査した.

4) 性染色質とドラムスティックに関する研究 (外村): 女性の体細胞核にみられる性

染色質や末棉血液中の多核白血球に出現するドラムスティックが,遺伝的に不活性化を示

す1個のⅩ染色体と関連しているらしいと考えられるに至ったので,性染色質やドラムス

ティックの本質や性状について細胞学的研究を行なった.i) 生後1週間までの新生女児

10名のドラムスティックの出現頻度を調査した結果,平均5･6%という債を得,すでに調

査した250人の女性 (1-79才)の平均出現率 2.4%と比較すると,新生児の場合にはそ

の出現頻度が極めて高いことがわかった.ii) ⅩⅩ/Ⅹ<塾のモザィックを示す患者の性染

色質およびドラムスティックの量的測定を行ない,正常女性にみられる性染色質やドラム

スティックは 1個のⅩ染色体の全体か,少なくともその大部分から由来しているであろ

うということを推定した.iii) Klinefelter症候群を示すⅩⅩⅩY個体の1例において,
2価の性染色質を有する細胞の出現頻度や, ドラムスティックの出現する多核白血球の核

分業との関係などについて調査を続行中である.

5) 人炉の遺伝生化学的研究 (篠田):人血清蛋白質および赤血球内酵素にみられる個

体差について次の研究を行なった,i)本年7月和歌山県立医大･岡山大学と共同で南紀古

座)廿流域の住民の遺伝形質の調査がなされたおり,グルコース6リン酸脱水素酵素(G6PD)

および-プトグロピソ型の分布を調査した.健康人約 1,100名について =グルタチオソ

安定性試験"を行なった結果,G6PD 欠損症とみなされるものは男子 1名であった.した

がって本症の日本人における出現頻度は約 0･1%程度と推定される.次いで血清の一部を

清ち帰り,デソ粉ゲル電気泳動法で-プトグロビン塾の分析を行なった.分析は続行中で

あるが,現在までに得られた成績をもとに計算すると,Hpl遺伝子の頻度は約 0･266と

なる.ii) -プトグロビンが-モグロビンと特異的な複合体を形成する場合のアミノ基の

役割を蛋白質の機能の面から検討した.1-1型,2-1塾では最初 1･6molのアミノ基が

blockされても-モグロビンとの結合能にほとんど影響しないが,4molが blockされ

ると結合能は約 30%低下する.これに反し2-2塾では最初の 2molが blockされると

蔚 25%の低下がみられる.修飾された-プトグロビン.-モグロビン複合体は,電気泳

動的に未処理のものと明瞭な分離を示す.

6) 核酸および酵素蛋白質の機能と構造 (篠田):各程の酵素蛋白質の機能と構造の関

係を検討し,放射線による核酸分解の反応機作の解析と核酸分解酵素の基質特異性を限定

することを目的として,次の研究を行なった.i) 程々のプリソ,ピ7)ミジン誘導体の ト

1)ニトロフェニル化による化学修飾を試みた.pH8以下では反応が起こらない.pHIOに

おける反応速度は 37oCでグアノシン>アデノシン>シチジン>ウリジンの順で,チミジ

ソでは反応が起こらない.これらの誘導体のモル吸光係数は･ e410mIA-1.2×104である.

核酸では主としてプリン塩基が修飾を受ける.これら修飾されたものは,紫外線照射によ

ってピク1)ソ酸を遊離する.ii) ペプシノーゲンとキモトリプシノーゲンを用いて,チモ

-ゲソの存在状態と活性化機構との関係を検討した.あらかじめ化学修飾を施したチモー
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ゲソからは,本来の酵素とは異なる活性酵素蛋白質の生成がみられた.

第2研究垂 (木村) 1) 集団遺伝学の理論的研究 (木村) i) 小集団における突然変

異の荷重:再起突然変異により集団中に毎代有害遺伝子が出現するとき, これによって

集団の平均適応度がどれだけ低下するかを表わしたものが突然変異の荷重で,従来は無限

大の集団を仮定して計算が行なわれていた.本研究では有限の大きさの集団を仮定し,電

子計算機の力を借り,数値的に突然変異の荷重を求めることに成功した.その結果,小さ

な集団においては個体に対して有害度の低い遺伝子の方が高いものより集団に対する害作

用は大きい場合のあることが明らかになった.この研究は木村がウィスコンシン大学滞在

中にJ･F･Crow教授および同教授の下に留学中の丸山毅夫氏と共 同で行なったもので詳

細はGenetics(1963)に発表されている.

ii) 集団構造に関する飛石状模型:木村は10年前,本年報第3号において集団の繁殖

構造に関し,いわゆる飛石状模型を提唱したが,そのときは満足な数学的解を得ることが

できなかった.その後,一次元,二次元および三次元の場合について微分方程式の方法に

より近似解を得たが,本年にいたり, メリーランド大学の G.H.Weiss博士との協同研

究の結果,完全な解を得ることに成功した_これはS.Wrightが距離による隔離の理論を

発表して以来,この方面で見るべき進歩の1っに数えられると思われる.詳細はGenetics

に発表される予定である.

iii) 遺伝的荷重の理論: オランダの--グで行なわれた第 11回国際遺伝学会議にお

いて集団遺伝学の理論に関するシンポジウムが行なわれ,木村は J.F.Crow教授の共著

者として,遺伝的荷重の理論と題する論文を発表した.

iv) 近親結婿の確率: 本研究の目的は人類集団において観察される各穫近親婚の頻度

を近縁者問の距離と年令差の分布にもとずき算出する方法を確立することである.木村は

イタリアのパビア大学に滞在中,LL･Cavalli･Sfor2:a教授と協同でこの研究を行ない,

パルマ地方で得られた近親婚に関するデータを用いて理論の完成につとめたが,まだ十分

に満足すべき研究が得られず,研究を継続中である.

2) MN 血液型による自然淘汰の研究 (平泉):MN 血液型の家族資料を調べてみる

と,一般に期待されるよりも多くの MN 塾の子供が生産されている.従来これは,-チ

ロの子供の生存率が両ホモ,すなわちM型,N塾の子供のそれよりも高いという,-テロ

優位のモデルにもとづいて説明されていた.平泉は,もし別のモデルから出発すれば,刺

の結論を導き得るのではないかと考え,次のような設定の下に考察を進めてみた.

Mの生存率-1

MNの生存率-1 k-MN8よりNが子供に伝えられる割合.

Nの生存率-y

このモデルのもとに,これまで分析された家族資料について得点法による最尤値推定を

行なってみると,白人の資料については,y-0.804±0.043,k-0.538±0.016,日本人の

資料については,y-0.838±0.054,k-0.529±0.017,また丙資料をプールすると,y-

0.818±0.033,k-0.535±0･011となる. ここで特に注目すべきことは,従来の-テロ
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優位のモデルによると,各交配型間で不均一な成鏡が得られ,これが一つの艶点とみなさ

れていたが,現在のモデルによれば,y,k,共に各交配型間で均一になり,難点が解消さ

れることである.

また多少の計算により,M,N両遺伝子が共存するための十分条件は,k>0.5および

(1-y)-(A-0.5)>0となるが,得られた推定値は明らかにこの両条件を満足している.

つまりMN血液型では,受精前,受精後の淘汰の方向が逆転していて, このバランスに

よって M,N 両遺伝子頻度が平衡に保たれているということになる.

いずれのモデルがより正しく事実を反映しているかは,さらに将来の研究にまたなくて

はなるまいが,従来の-テロ優位の結論を下すのは時期尚早であると思われる.

3) 近親婚の遺伝的影響 (平泉):近親婿がその子供に及ぼす遺伝的影響を調査した例

は多いが,孫に与える影響まで調べたものは少ない.その一つとしてミシガン大学Schull

の報告によると,近親婚の子供は非近親婚のそれにくらべて,種々の形質に関して一般に

劣っているが,孫の代になるとむしろ優れているという.これは注目すべき知見であるが,

ただ資料が少ないので,この事実を確認するためにはさらに多くの資料を集めることが要

望される.この目的のために,1963年 8月下旬より9月上旬にかけて,秋田県大館市 4

地区に居住する小 ･中学校学童を通じて,父兄にアンケーを出し,父母,祖父母 (父方,

母方)の,近新婚の有無を聞きとり,この中から約140の近親婚家系をえらび出し,これ

ら家系に属する小 ･中学生の身体鹸査表 (身長 ･胸囲･座高についての現在に至るまでの

記録)をうつしとった.またアンケートのみでは正確を期し難いので秋田県大館市保健所

の保健婦の協力を得て上述近親婚の家系図を戸別訪問によって作成してもった.資料チェ

ック,統計的分析は目下進行中であるが,結果を待って,もし必要ならばさらに次年度同

地区においてデータの補充を行なう予定である.

4) NH (SD)田子の遺伝学的研究 (平泉):Meioticdriveの好例である SD田子

は,始め平泉によって,米国マジン市のキイロショウジョウJIェ野生集団の中から発見さ

れ,引きつづき他の人々によってイリノイ,ケンタッキー,カリフォルニアなどの自然集

団からも見つけられてきたが,日本の集団からはまだ発見されていなかった.ところが平

泉が 1963年 8月より11月末に捗って秋田県大館市の集団から採集したキイロシウジョ

ウバェの雄約600匹の中,8匹がSDと極めて軒似の遺伝的行動をする田子 (仮りにNH

因子と呼ぶ)をもっていることが発見された.種々の遺伝的テス トおよび唾腺染色体検査

の結果 NHは恐らくSDの対立遺伝子であろうが,しかし,かなり長期に捗って,米国

の SDとは独立的な異った進化の歴史をへてきたものと考えられるに致った. この研究

は,日下極めて活発に進行中である.

H.微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では主として細菌とバク1)オファージを用い,遺伝子の構造,作用および

変異の機構に関する研究を行なっている.
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本年7月に新しく第2研究室が設置され,1部2研究室の体制がととのった.11月に第

2研究室研究負として鈴木秀穂,石津純一の両名が着任し,=遺伝子作用の調節携帯の研

究"を中心課題として細菌類を用いて追求すべく研究室の整備を進めている.

第1研究室の主要研究課題である=サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究"に対しては,引

きつづき米国国立衛生研究所より研究補助金を受け,免疫遺伝研究会を組赦して研究を行

なった.同研究会研究協力者として新たに本年7月三谷充子 (東京都立大理学部大学院学

坐)が加わった.また本研究の一環をなす =細菌鞭毛の遺伝学的研究"については総合研

究 =細菌の遺伝学 (代表者:池田庸之助)" の分担課題として文部省科学研究費の補助を

受けた.飯野研究室長は--グで開催された第 11回国際遺伝学会における免疫遺伝学シ

ンポジウムに招かれて8月に渡欧,講演を行なった後ひきつづいて欧州各国における微生

物遺伝学研究施設を視察し,9月に帰国した.

第1研究室 (飯野) 1) サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究 (飯野 ･榎本 ･三谷):細菌

の抗原変異の遺伝的機構を明らかにし, また H-抗原の特異性を現わす鞭毛蛋白質の高次

構造がどのような遺伝的支配によって決められるかを知ることを目的としている.この間

題は細胞の分化および形態形成に対する遺伝子の役割の解明とも結びついている.本年度

は,i) H･抗原の合成における遺伝子相互作用の分析,ii) H･抗原蛋白質の化学的比較分

釈,iii) 再生実験による鞭毛合成過程の分軌 の三項目に重点がおかれた.主な成果は

次の通りである.

i) 鞭毛蛋白質の構造遺伝子に関する-テロジノートでは,H-抗原の合成について対立

遺伝子間抑制 (allelicrepression)の起こることを見出した.抑制作用は抗原性の如何に

かかわらずエンドジノ-トからエキソジノートに対して行なわれる.また,-テロジノー

トの分枝系を継代すると低い頻度で抑制作用の逆転が起こる.逆転の機構については日下

研究を続けている.

ii) サルモネラ菌の鞭毛をpH2で処理すると分子量約 36,000の均一な蛋白質単量体

に解離する.この蛋白質単量体 (点agellin)は鞭毛の H-抗原特異性の決定基のすべてを

荷なっており,H-抗原の構造単位と考えられる.2相抗原型J.2を現わす菌より瓜agellin

を精製し,これを熱処理後 トリプシン分解して,指紋法によってlp一紙に展開すると 35塩

のペプチドが分離する.2相抗原型 enxの 8age11inではこのうち 3個のペプチドが,

1.2-flagellinより得たペプチドと明らかに異なっていることを認めた.iii) 鞭毛合成系

における各反応段階を明らかにするために鞭毛合成を特異的に抑制する阻害剤を用い,そ

の作用段階を検討した.鞭毛合成阻害剤としては,フェノール,LiCl,44oC処理の他に,

クレゾール,Li2C03も有効であることがわかった. これらいずれの方法を用いて鞭毛合

成を阻害しても阻害剤の入らない再生培地を用い 37oCで培養すると鞭毛の再生が行なわ

れる.再生培地に上記阻害剤の一種を引きつづき加えておくと鞭毛の再生は抑制 され る

が,阻害剤の組み合わせによって鞭毛の再生が観察されることを見出した.阻害剤の組み

合わせ実験の結果から,上記阻害剤の鞭毛合成系における作用点を推定した.

2) 細菌の運動性に関する遺伝的研究 (榎本): 生物体の基本現象である運動性の問題
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に関して,遺伝的立場から行なわれた研究はいまだその例がない.この運動性がどのよう

な遺伝的支配をうけて発現されるかを,ネズミチフス菌の鞭毛運動をモデルとして解析を

つづけている.細菌の運動と鞭毛形成とは切り離して考えることはできないが,鞭毛形成

がありながらなおかつ運動性の消失している突然変異体についての解析の結果では,選択

された 68の突然変異体の内 40が A-cistronに,23が B-cistronに属することが判明

した.各 cistron内には部分的相補性を示すものがかなりあり,他のCistronとの相補性

が弱いことからA,Bcistronは遺伝子集団を形成していると考えられる,現在各cistron

内の欠損塾を利用して mappingを進めている.A･,B･cistronに属さない他の突然変異

体については3つが漏出性突然変異体と考えられ,他の2つは全く独立の座位に起こった

突然変異体であると思われる.これらの突然変異体は,運動性をもつ野生株に対する抗H

血清との反応,相変異の実験,および電子顕微鏡による鞭毛形態の観察から鞭毛構造の変

化により運動性が消失したものではないことを確認した.

3) 多剤耐性化現象の遺伝学的研究 (飯野):多剤耐性 (氏)因子の伝達にともなう遺伝

的変化を明らかにすることを目標としている.総合研究 ｢多剤耐性因子の研究 (代表者:

秋葉朝一郎)｣の分担課題として研究を行なった.本年度得られた知見のうち,特に興味

深いのは多剤耐性化にともなうフェノール感受性化の現象である.ある種のサルモネラ菌

ではR因子を獲得してストレプトマイシン(SM),サルファニルアミド (SA),テトラサ

イクリン (TC)およびクロランフェニコール (CM)の4剤に耐性となると,フェノール

に対しては4剤感受性の原株よりも感受性になる.フェノールに対する感受性化はTCま

たは TC,SM,SAに対する耐性を失ったR因子によっても起こる.この現象を利用する

ことにより,フェノールを選択剤として,4剤耐性菌よりR因子を失った感受性菌を選抜

することが可能であろう.

4) 恒成分培養槽による遺伝的変異の研究 (飯野): サルモネラ菌における相変異の頻

度の測定を行ない,さらに各種化学物質の相変異に対する影響について比較研究を進めて

いる.

第2研究室 (飯野) 1) 遺伝子作用調節機構の研究 i) Znvitro系における研究 (蘇

木):蛋白質生合成系を試験管内で再構成し,遺伝子作用の調節が遺伝情報伝達経路のど

の段階で,どのような機構によって行なわれるかを明らかにすることを目標としている.

本年度はサルモネラ菌の細胞分割を用いて invitro合成系を構成するための基礎データ

の蒐集および合成された特異蛋白質を検出するための免疫化学的方法についての実験的検

討を行なった.

ii) 栄養素感受性突然変異株による研究 (石津): 栄養素感受性突然変異株は,坐体の

正常成分である栄養素の一種によって特異的に増殖が抑制されるという興味ある代謝突然

変異株である.これは調節遺伝子の突然変異によって生じたものと推定されるが,この租

の突然変異株については,これまで全く遺伝学的分析が行なわれていなかったものである.

サルモネラ菌のアルギニン感受性突然変異株について研究を行なった結果,同アミノ鰍 こ

よる抑制作用は,正常な核酸塩基の一種ウラシルによって特異的に解除されることを見出
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Lた.

2) ウラシル,アルギニン両要求性突然変異株の遺伝生化学的研究 (石津): サルモネ

ラ菌において得られた多くのウラシルとアルギニンを同時に要求する突然変異株を用い,

生化学合成の調節携帯や相補性の問題との関連において,遺伝子の構造および機能の研究

を進めている.

3) 粘液細菌の遺伝学的研究 (鈴木 ･飯野): 粘液細菌類には,単細胞で無性繁殖する

と同時に培養の条件により胞子,胞のう,子実体を形成する程があり,微生物における細

胞分化を研究するための好個の材料と思われる.またこの群に含まれる多くの種が放維素

などの多糖類を分解する能力をもち,実用面からも重要性がある.この細菌類を遺伝の研

究材料として開発するために菌株の分離,蒐集,および生活環と生化学的性状に関する基

礎的調査を開始した.
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近藤喜代郎
松倉 弘重

森島 啓子
日向 康吉
岡 彦 -

Naturalselectionandgeneticload

Thetheoryofgeneticloads

原子核変換の生物効果,I.化学的標的理論
化学的標的稚論による致死および変異の解析

Fundamentalaspectsofrelativebiological
effectiveness

一粒コムギにおける放射線効果と線量率との関係

ガンマーフィール ドにおける一粒コムギの照射実験
(予報)

花粉粒のγ線照射による第2核分裂に及ぼす影響

緩急照 射によるイネの放射線影響の比較

遺伝と結婚相談

遺伝学からみた聾

人間の遺伝

著明な背柱側後賛,進行性筋萎縮症,巨舌を有する新
しい遺伝性疾患の1家系

網膜謬腫の遺伝疫学

染色体異常と体質

0.8ativaと 0･glaberrimaの4倍体系統間雑種に
おける染色体の選択的接合

6.17

9.6

7.23

10. 8

5.23

4.8

5.23

7.23

10.13

2. 6

6.21

9.28

10.12

10.13
ll.30

4. 8

Istitutodi
Genetica,
Universitadi
Milano

TheHague

北 海 道 大 学

東 京 大 学

東 京 文 化 会 館

東 京 教 育 大 学

東 京 文 化 会 館

北 海 道 大 学

新潟市 自治会館

沼津西高等学校

沼 津 市 駿 海 荘

毎日新聞社ホール

順 天 堂 大 学

順 天 堂 大 学

東京 ･私 学会館
東 京 教 育 大 学

第11回国際遺伝学会議

第5回日本放射線影響学会

第35回日本遺伝学会

第5回日本アイソトープ会議
招待講演

第23回日本育種学会

第5r目け イソトープ会議

第5回放射線影響学会

第24回日本育種学会

静岡県東部支部
家庭科教育研究会

関東地区聾学校教育研究会

国立遺伝学研究所公開講演

第8rEE!1日本人塀遺伝学会

第8回日本人額遺伝学会

得14回日本体質学会

第23回日本音程学会
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森脇 和郎
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き 幸 田

謂 益美)

村上
田島
大沼弥冨整)

.蛸 引､tl1.,:)

探瀬与惣治
近藤 宗平
田島弥太郎

稲の雑種集団の自然淘汰による変化

マウス癌細胞の蛋白合成におよはす RNA添加の影響

マウスにおける酵素活性の遺伝生化学的解析

キイロショウジョウバエにおける生存力を支配するポ
リジーンのⅩ線誘発突然変異と自然突然変異の比較

キイロショウジョウ/:ェにおける生存力を支配するポ
リジーンの自然突然変異率と自然集団の遺伝的構成II.

キイロショウジョウ':ェにおける単一劣性遺伝子によ
るヘテロシ′-ス

Ⅹ線誘発突然変異率に及ぼす Acridineorgangeの
処理効果

突然変異率に及ぼすプリンおよびピリミジン体と放射
線との協力作用

中性子よりみた突然変異誘発機構

カイコ性原細胞時期の 14MeV 中性子線による突然
変異率

二粒系コムギにおける necrosis遺伝子の分布

ヒpパオギ (5X)の染色体接合

セルローズアセテー ト険に適した電気泳動分析装置

生長 ･分化および再生 ⅤⅠ. 発生初期の骨格筋蛋白
質分化に及ぼす温度の影響

10.12

10. 8

10. 8

7.23

10. 9

10.9

4.4

4. 4

9.20

10. 8

10. 8

4. 8

9.27

10.9

新潟市 自治会 館

東 京 大 学

東 京 大 学

北 海 道 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

岐 阜 医 大

東 京 大 学

第24回日本育榎学会

第35回日本遺伝学会

第34回日本遺伝学会

第 5回放射線影響学会

第35回日本遺伝学会

第35回日本遺伝学会

第33回日本蚕糸学会学術講浜会

第33回日本蚕糸学会学術講演会

第120回三島遺伝談話会

第35回日本遺伝学会

第35回日本遺伝学会

第23回日本育種学会

第14回電気泳動学会総会

第35回日本遺伝学会
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岡 彦 -

渡辺 隆夫
渡辺 泰 州

梁 永 敦

佐渡 敏彦

放射線とグルク｡ソ酸-Ⅹ線による発生初期膝の筋組
織分化異常に対する作用-

Pattern ofinterspecificrelationshipsandevolu-
tionarydynamicsinOryza

Considerationson the genetic basisof inter-
VarietalhybridsterilityinOryzaSativa

稲における栽培条件反応性の進化

血iコI
W･Ⅴ 転座における染色体の選択的分離

ショウジョウバエの自然集団における
complementationと coadaptation

キイロショウジョウバェ自然集団における有害遺伝子
の研究 (3)

ショウジョウバェの自然集団の有害遺伝子の研究

82P元素変換による致死作用の機構

Proliferativecapacityofantibodyformingcells.

Radiationsensitivityofsilkworm germ cellswith
specialregardtotheproblemofradiationinduced
sterility

Autoradiographic studies on the proliferative
capacityofantibodyproducingcells

Analysisofcellcycleofblastcellsundergoing
secondaryantibodyresponse

蚕におけるプチリンとその関連物質の代謝について

雌の子バェだけを産むショウジョウバェ

12. 8

2. 5

2. 6

10.12

4. 4

9.20

10.8

10.26

7. 5

2.20

3.25

5.29

12.ll

4.4

9.28

日本都市センター

Inter.RiceRes.
Inst.Philippines

Inter.RiceRes.
Inst.Philippines

新潟市 自治会館

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

九 州 大 学

国立遺伝学研究所

OakRidgeNat.
Lab.,U.S.A.

OakRidgeNat.
Lab.,U.S.A.

MarquettUniv.
Milwaukee,Wis.

OakRidgeNat.
Lab.,U.S.A.

東 京 大 学

毎 日新聞社ホール

第 9回グルクロン酸シソポジウ
A

Symp.onRice
GeneticsandCytogenetics

Symp.onRice
GeneticsandCytogenetics

第24回日本育種学会

第33回日本蚕糸学会学術講演会

第120回三島遺伝談話会

第35回日本遺伝学会

弟34回日本動物学会

第118回三島遺伝談話会

Biol.DivisionSeminar

Biol.DivisionSeminar

llthAnn.Meet.R礼d.Res.
Soc.

Biol.DivisionSeminar

第33回日本蚕糸学会

国立遺伝学研究所公開講演
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大石 陸生
小 林 進

酒井 寛-
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也
一男鈴木昭

≠二二 日

証 ~妄言‡

重奏i 招

読 .扇 ‡

嘉京~~南京‡

= 二g..li,;-

井山 審也
鈴木 昭男

D.Willistoniの異常性比因子SRのD.仇elanoga芦ter
への感染

ショウジョウパェの細胞質因子による雄性致死とその
制御

種鶏改良における遺伝学の役割

タバコの量的形質における遺伝効果と環境要因の分析

イネの発育不安定性の研究;第3報 粒形の個体内変
異に対する放射線の遺伝効果

イネの発育不安定性の研究;第4報 量的形質の変異
性に対する放射線の効果

永年植物における遺伝力と遺伝相関の簡易測定法

林木における遺伝パラメーターの新推定法

有塩の新領域としての発育遺伝学の開発

林木の統計遺伝学的研究

Estimation ofGeneticParamentersin Forest
TreeswithoutRaisingProgeny

茶樹の育程について

量的形質の突然変異と多面発現

イネの穂における発育不安定性

大麦の競争力の遺伝

10. 9

ll. 1

3.21

4. 8

4. 8

4. 8

4. 8

9

6

7

2

2

4

7

7

8.24

9.25

10.9

10.12

10.12

東 京 大 学

農林省蚕糸試験場

岐 阜 市
県立養鶏試験場

東 京 教 育大 学

東 京 教 育 大 学

東 京 教 育 大 学

東 京 教 育 大 学

学

市

市

大

幌

幌

京
東

札

札

Stockholm

狭 山 市
県立茶業試験場

東 京 大 学

新潟市 自治会館

新潟市 自治会館

第35回日本遺伝学会

日本蚕糸学会関東支部
第16回シンポジウム

第23回日本育種学会

第23回日本育種学会

第23回日本育種学会

第23回日本育種学会

バイオメトリック･ソサエティ

札幌育種 ･作物談話会

北方林業会講演会

WorldConsultationonForest
GeneticsandTreelmprove･
meれt

第35回日本遺伝学会

第24回日本育種学会

第24回日本育種学会
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阪本 寧男

琵諾光蔑‡
畠吾妻竺‡
二二二二t-
篠田 友孝

竹 中 要

嘉 ㌻ 青 森l

量的形質の発育遺伝学的研究

日本産およびネパール産カモジグサ属のゲノムについ
て

国際稲研究所とルソン島北部の Riceterracesにつ
いて

高等植物における生態塾の分化

野外で見出されたカモジグサの polyhaploid 植物と
そのゲノム構成について

家蚕幼虫の皮膚細胞に存在する色素蛋白について

メ/てコの発育不安定性に関するダイアレル分析

タ,～.コの 2,3形質における発育不安定性の研究

兼変性-モグロピソの化学修飾

ヒトの硫黄代謝にみられる個体芽::

核酸構成成分の化学修飾

紀南古座川流域七川地区のアミトロと若干の遺伝形質
の調査について

-プトグ ロビンー-モグロビン禄合体生成におけるア
ミノ基の役割

里桜について

Japanesemorningglory

Nicotiana雑塩痛の染色体数について

ll.30

4.9

6.14

8.2

10.13

10.29

10.9

10.12

4.2

4.26

10.8

10.13

10.30

4.8

10.3

10.8

農林省園芸試験場

台 湾 農業 技 術
研 究 所

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

岡 山 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

新潟市 自治会郎

早 稲 P]大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

順 天 頂 大 学

東 京 大 学

国立科学博物館

PasadenaFounda-
tionfor Medical
Research,Pasadena

東 京 大 学

第39回静岡育種談話会
第122回三島遺伝談話会共催

第117回三島遺伝談話会

夏期遺伝学セミナリー

第28回日本植物学会

第36回日本生化学会

第35回日本遺伝学会

第24回日本育種学会

日本化学会第16年会

第115回三島遺伝談話会

第35回日本遺伝学会

第8回日本人類遺伝学会

第36回日本生化学会

日本植物学会関東支部大会

第35回日本遺伝学会
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鍍 弥鑓 ‡

Japanesemorningglory

Japanesemorningglory

Japanesemorningglory

Japanesemorningglory

蚕の精原細胞および卵原細胞に対するⅩ線の分割照射
と突然変異率

線量率と効果

放射線の遺伝的効果の線量率依存性

蚕における放射線誘発突然変異率の線量率依存性に対
する新しい解釈と突然変異発生機構におけるその意義

放射線による突然変異誘発機構の問題点

放射線による突然変異の誘発機構

性分化とその応用に関するシンポジウム,蚕の性決定
機構からみた問題点

異状頭 (Pterygium colli)について

性染色質 (Sexchromatin)について

-ツカネズミの染色体研究

10.17

10.18

10.28

ll. 7

7.23

7.24

9.20

10. 8

10.10

10.ll

ll.ll

7. 5

9.25

10. 8

RoswellPark
MemorialInsti･
tute,Buffalo

North Carolina
StateUniversity,
Raleigh

BoyceT王10mpSOn
Institutefor
PlantResearch,
NewYork

InstituteofGene･
tics,Lund

北 海 道 大 学

洞 爺
富 士 製 鉄 案

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

東 京 大 学

放射線医学総合
研 究 所

農林省蚕糸試験場

愛知県中小企業
セ ン タ ー講 堂

東京大学医学部
中 央 図 書 館

東 京 大 学

日本放射線影響学会
第5回研究発表会

日本医学放射線学会
第2回生物談話会

第120回三島遺伝談話会

第35回日本遺伝学会

第35回日本遺伝学会
シンポジウム

日本蚕糸学会関東支部
第16回例会シンポジウム

第3回日本先天異常学会

内分泌研究会

第35回日本遺伝学会
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示す ~竃 †

義持 光笠)

扇 ｢~扇 ‡

妄 言｢ 這‡

常脇恒一郎

LLHl] 行雄

五二~云芯 ii

人析 (日本人)のY染色体における長さの変異

家蚕幼虫皮膚細胞の黄色色素 (dihidropterin)と結合
する特異的蛋白について

タバコに含まれるアルカロイドの発散機構に関する研
究 ⅠⅠⅠ･ タバコに蒸散抑制剤散布の影響

蚕児皮膚細胞における色素怒粒と尿酸

コムギの異数体の遺伝学的研究

倍数種の進化と比較遺伝子分析

8倍性 Tritiealeの子孫に得られた6倍性植物の遺伝
学的研究

倍数榎における連鎖分析の特異性

SelectionforlarvalsizeinTriboliun undertwo
nutritionallevels

Selectionundertwoenvironments

Environmentsandbreedingproblems

Selectionfor13-daylarvalgrowthinTribolium
undertwonutritionallevels

米国における鶏育種の現状,特に日米両国間における
比較検討

鶏の音程の実際について

輸入鶏をめぐる技術的な諸問題

海外の鶏育瞳の現状と動向

アメリカにおける種鶏改良事情と日本における今後の
育種のあり方

10.ll

4.4

ll. 6

ll. 7

4.26

8.2

10. 9

10.10

6.22

7. 2

7.12

9. 3

9.9

9.16

10.18

10.29

ll.14

順 天 堂 大 学

東 京 大 学

蒲 生 市
商 工 会 議 所

蒲 生 市
商 工 会 議 所

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

東 京 大 学

Universityof
lllinois

CanadaCentral
Agricultural
Experiment
Station,Ottawa

U.S.D.A.
Beltsville

TheHague

三 島 市
婦人青少年会館

兵 庫 種 畜 場

上 智 会 館

国 立 中 央 畜 産
研 修 施 設

新潟県自治会館

第8回日本人塀遺伝学会

日本蚕糸学会第33回学術講演会

日本蚕糸学会東海支部
研究発表会

日本蚕糸学会東海支部
研究発表会

第115回三島遺伝談話会

夏期遺伝学セミナリー

弟35回日本遺伝学会

第35回日本遺伝学会

ConferenceonGenotype･
Environmentlnteration

lnvitedlecture

第11回国際遺伝学会議

全国穫鶏遺伝研究会講演会

兵庫県伍鶏遺伝研究会

第74回日本科学飼料協会月例
研究会

中央畜産研修会

新潟県塩鶏改良協会講演会
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遺伝子型と環境の相互作用の評価

鶏の育種

日本における今後の育在

キイロショウジョウバエにおける生存力と発育速度の
相関

酵母菌の核について

Cytogeneticstudiesontumors

Karyotipicanalysisofvariousinvivoandinvitro
linesofthelymphocyticneoplasm,P388,with
specialinterestingtoresistantlinestoAZGand
AMT

NIH における研究と組織

培養白血病細胞の核型変換,紺 こ薬剤処理による研究

培養細胞の薬剤抵抗性と染色体

キイロショウジョウバエにおける放射線誘発突然変異
の生存力への効果

キイT,ショウジョウバェ自然集団における有害遺伝子
の研究 (1)

キイロショウジウバェ自然集馴 こおける有害遺伝子の
研究 (2)

静岡県養鷲試験場

相生市産業会館

岐阜県市町村会館

東 京 大 学

国 立 予 防 衛 生
研 究 所

NationalCancer
Institute,
Bethesda,Md.

Univ.of
California,
Lo§Angeles

北 海 道 大 学

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

東 京 大 学

日本畜産学会東海支部大会

中国四国瞳鶏研究会講浜会

37年度岐阜県産卵能力集合検定
表彰式特別講浜会

第35回日本遺伝学会

日本丙学会2月例会

札幌遺伝談話会

節119回三島遺伝談話会

第35回日本遺伝学会

第35回日本遺伝学会

第35回日本遺伝学会

罪35回日本遺伝学会
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C. その他の研究活動

海外における活動

井山 審也: 遺伝学育穫学の研究のため,米国 ミネソタ大学に出張(36･2･21-38･5･16)

山田 行雄: 遺伝学および家畜育塩学研究のため,米国パデュ-大学に出張(36･3･29-

38.8.1)

木村 資生: 集団遺伝学の数学的理論研究のため米国 ウィスコンシン大学, イクリヤ

国パビヤ大学に出張 (36.5.16-38.10.18)

名和 三郎:生化学遺伝研究のため米国テキサス大学,ロチェスタ-大学に出張 (36･

9･26-38.10.10)

吉田 俊秀: 癌の発生機構の細胞遺伝学的研究のため,米国国立癌研究所に出張 (37･

1･5-38.7.18)

佐渡 敏彦: 放射線障害に関する生物学的研究のため米国国立オ-ク リッジ研究所に

出張中 (37.8.22-)

平 俊 文: ショウジョウバェのプテリジン代謝機構の研究および実験指導のため,栄

国ミシガン大学に出張 (37.9･8-38･9･14)

阪本 寧男: 稲の細胞遺伝学に関する共同研究のため,フィリピン国国際稲研究所に出

張 (37.ll.1-38.4.14)

岡 彦 ･-: 稲の採集のため,フィリピン国および台湾に出張 (37.12.13-38･2･22)

木 原 均: 国際稲研究所評議員会議出席のため, フィ リピン国 に出 張 (38･1･5-

38･1･9)

館同 塵緒: 野生稲の採集, イネの細胞遺伝学および遺伝学シンポジウム出席のため'

フィリピン国国際稲研究所等に出張 (38.1.15-38･3･14)

木原 均: 稲のシソポジウム出席のため,フィリピン国国際稲研究所に出張

(38･2.2-38.2.ll)

片山 忠夫:稲の採集および研究のため,イソドネシャ国ならびボルネオ,ブルネイ'

サラワク-出張 (38･3･16-38･5･23)

木 原 培: ロックフェラー財団50周年記念式典出席および小麦の遺伝に関する研究

講演ならびに視察のため,米国へ出張 (38.3.23-38･4･23)

村上 昭雄: 放射線遺伝学協同研究のため,米国国立オ-ク1)ッジ研究所に出張 (38･

5･21-38.7.2)

遠 藤 徹 放射線により処理された植物芽生における核酸ならび蛋白合成磯作の研

究のため,米国ウエスタン1)ザ-プ大学に出張中 し38･7･9-)

木 原 均: 国際小麦遺伝学シンポジウムならびに国際遺伝学会出席および各国研究

機関視察のため,スェ-デソ国他6カ国へ出張 (38･8･22-38･9･21)

飯野 徹雄: 第11回国際遺伝学会議出席ならびに欧 州各国の遺伝学研究連絡のため,
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スェーデソ国他9カ国に出張 (38･8･22-38.9.23)

竹 中 要:植物細胞遺伝学研究ならびに植物組織培養の最近における各国の研究咲

況視察のため,米国他4カ国に出張 (38.9.22-38.12.19)

藤井 太朗: 速中性子の照射実験および IAEAシンポジウム出席のため,米国国立オ

ークリッジ研究所等に出張 (38.9.27-38.10.27)

岡 彦 -:稲の研究のため,西アフリカ地方に出張中 (38.10.16-)

松 永 英:WHO 専門家委員会出席ならびに各国研究機関視察,研究打合せおよび

講演のため,スイス国,西 ドイツ国に出張中 (38.12.8-)

他の機関における講義

辻田 光雄: 名古屋大学理学部非常勤講師 (37.6.16-38.3.31)担当科目 遺 伝 学

松 永 英:東京大学理学部非常勤講師 (37.10.21-38.3.31) 0 人塀学検査

竹 中 要: 島根大学文理学部非常勤講師 (37.ll.1-38.3.31) 〝 植物遺伝学

近藤 宗平‥ 京都大学- 部非常勤抑 (37･12･1-38･3･31) 〝 蓬 髪 撃

H 京都大学大学院理学研究科非常勤講師 ( 〟 ) n 蕩射莞生掌

飯野 徹雄:東京都立大学理学部大学院非常勤講師 (38.4.1-) 〝 細 胞 学

･ 名古屋大学理学部非常勤講師 (38.6.10-) 〝 遺 伝 学

近藤 宗平‥大阪大学医学部非常勤講師 (38･7･1-38･8･31) 〝 墓 品 撃

酒井 寛一: 九州大学農学部大学院農学研究科非常勤講師(38･7･1-)〝 要 学 研 究験
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ⅤⅠ･図書および出版

図 書 主 任 (38年度)

図 書 委 員 ( H )

田 島 弥 太 郎

森脇和郎 ･常脇恒一郎

平 泉 雄 一 郎

購入国雷および雑誌

洋 書:Grant:Originofadaptation 他

洋雑誌: 前年度より継続

新規購入 (Cytogenetics他)

和 書: 赤堀 ･水島:蛋白質化学 飽

和雑誌: 前年度より継続

新規防人 (化学と生物 他)

専贈図書および報告類

国 内

図書: 駒井卓:遺伝学に基づく生物の進化 他

定期刊行物: =遺伝"他

別刷

冊

塩

種

冊

亀

鑑

53

62

4

71

15

2

1

国 外

図 書:Papersonquantitativegeneticsandrelatedtopics他 5冊

定期刊行物:Geneticalberica他

別刷

書 名

29種

238部

出 版

真数 発行数 配 布 先

57

国立遺伝学研究所年報 13号 87 1,000 内外研究機関,試臨場 他

Nat.Inst.ofGenet.
AnnualReport.No.13(1962) 115 1,300 同 上
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ⅤⅠⅠ･ 行 辛

A.第14回文部省所轄機関専務協議会の開催

第14回文部省所轄機関事務協議会は,下記のとおり開催された.

記

期 日 昭和38年5月23日 (木)24日 (金)

会 場 国立中央青年の家第2宿舎会議室,国立遺伝学研究所

当番税関 国立遺伝学研究所,国立中央青年の家

会議内容 人事,会計事務などの諸問題について協議ならびに国立中央青年の家および国

立遺伝学研究所の諸施設見学

出 席 者

文部省 大臣官房人事課

福祉:旺主査

任用三旺第一係長

給与班第四係長

大臣官房会計課

総務班主査

第一予算:旺主査

大学学術局学術課

庶務主任

文部事務官

社会教育局青少年教育課

課長補佐

･ 芸 術 課

課長補佐

文化財保護委員会

庶務課長補佐

会計課長補佐

所轄機関

国立教育研究所庶務課長

･ 会計課長

国立科学博物館庶務部長

･ 庶務課長

･ 会計課長

国立近代美術館庶務課長

･ 経理係長

藤田 市郎

太田 増人

辺見 儀平

福田 文夫

稲野 宿力

小池 忠史

菅野 祐治

大塚 喬清

蛭田 浩二

坂口 政治

森 芳松

中村 正義

森田 清

田路十二一

真取 正二

森島 章

床井 重男

木村 進
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国立西洋美術館庶務課長

･ 庶務係長

経度観測所 庶務部長

･ 庶務課長

統計数理研究所庶務部長

･ 庶務課長

･ 会計課長

国立国語研究所庶務部長

･ 会計課長

･ 人事係員

日本芸術院事務長

･ 庶務係長

日本学士院事務長

･ 文部事務官

東京国立博物館庶務部長

･ 会計課長

･ 人事係長

京都国立博物館管理課長

奈良国立博物館管理課長

東京国立文化財研究所庶務課長

奈良国立文化財研究所庶務課長

国立中央青年の家庶務課長

〝 事業課業務係長

〝 庶務課総務係長

〝 庶務主任

〝 庶務係員

〝 会計係員

〟 〟

国立遺伝学研究所庶務部長

〝 庶務課長

〝 会計課長

〝 庶務係長

〝 人事係長

〝 経理係長

･ 用度係長
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B.国立遺伝学研究所 ･公開講演会

昭和38年度公開講演会は,下記要領により開催した.

記

国立遺伝学研究所 ･公開講浜会要飯

1･ 目的 遺伝学に関する一般の理解を深め,遺伝学の知識の普及と向上をはかる.

2. 日時 昭和38年9月28日 (土) 午後2時～4時30分

3.場所 毎日新聞社ホール (東京都千代田区有楽町)

4. 主催 国立遺伝学研究所

5. 後援 毎日新聞社

(1) あいさつ 国立遺伝学研究所長

(2) メスの子バェだけを産むショウジョウバェ

国立遺伝学研究所形質遺伝部 第2研究室長

く3) 人間の遺伝

国立遺伝学研究所人類遺伝部長

7.映面 一粒の麦,原子力と農業

8. 入場料 無料

理学博士 木原 均

農学博士 坂口 文書

監蔓駐 触 英
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ⅤⅠⅠⅠ. 施 設

A.新規の施設
1. ショウジョウバエ実験室

新館の2階にショウジョウバェ実験室が完成し別館の実扱室から3月に移転をした.釈

実験室は 25oCに保たれた実験室が2室と系統飼育室 (25oC と 18oC各 1童)と飼料調

理室からなる.この共同施設は5部門に属する約10名の研究者が使用している.実験室内

でも年中ショウジョウバエの飼育と実験ができるので研究は継続して行なえる. 25oCの

飼育室には研究中の系統を保存し, 18oCの飼育室には各位突然変異系統と野生系統を保

存し,わが国および諸外国の研究者との交換,送付などの希望に応じてひろく利用されて

いる.飼料調理室には乾熱滅菌器を置き使用済の飼育瓶を消毒し,その後洗源する装置が

ある.また飼料を造る装置があり毎週数千本の飼料を造ることができる.

2. ショウジョウバエ飼育用コイ トトロン

昭和 38年度の機閲研究費 (変動する環境における生物集団の適応度の研究)の一部に

よって製作されたものである.プ1]グラムコントローラー装置によって 8oC～30oCの温

度を任意に変動させることができる.コイ トトロソ本体の中には4段の棚があって集団飼

育箱 16箇を収容できる.従来の実験は一定温度において実施されたが,それらの結果は

断片的でただちに変動する環境下にある自然集団のダイナミックな適応度の解析には多く

の難解な問題点があった.この装置を利用することによってその一部を解決したいと考え

ているが,実用前の試験運転中である.
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B.既設の施設

1. 本 館 (新館)I

本館新築第 1期計画に も とづ く,第1次,第2次,第3次工事 (鉄筋コンクリー ト造

り,3階建クリ-ム色総タイル張り)は,それぞれ,昭和36年9月に第 1次 (延1,100,32m2

約332坪)が,昭和38年 1月に第2次 (延 738m2約223坪)が完成し,昭和39年3月に

第3次 (延 1,403m2約424坪)が完成予定,これで第 1期計画が完了することになる.

(延 3,241.32m2約979坪)

建物の特徴としては,南側を研究室に,北側は各種の実験室,飼育室,恒温室,機械室

などを配し,空気調整, 冷暖房を要する施設は 1,2,3階を通じて, ほぼ中央にとりま

とめてある.

機械設備としては,

ショウジョウバェ飼育重用冷凍機

ショウジョウバコ二実験室冷凍機

培養重用冷凍機

培養重用冷凍機

ミクロトームおよび暗重用冷凍機

特殊顕微鏡重用冷凍機

恒温重用 (12oC,OoC)冷凍機

ク-T)ングタワー (ポンプ 5H'送風機 2EP各 1台)

ボイラー (32,000カロリーアワー)

アス1=.レーク-

コンプレッサー

がある.

また,研究用機器としては,

UniversalMicroscopeライツ大型

顕微分光光度計 オリンパスMSP･A型

ミクロキネ ライツ

ミクロマニプレーター

がある.
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2.図 書 室

書庫の大部分は故ゴール ドシュミット博士が生前に寄贈された文献により占められてい

る.

ゴールドシュミット文庫

Prof.Dr.R.B.Goldschmidtは Berlin-Dahlem の KaiserWilhelm Institutefar
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Biologieの副所長当時,多くの日本留学生を指導し,また 1924-26年東京大学講師在任

中は各地の大学においても遺伝学を講義するなど日本に対して深い理解と親しみとをもっ

た人であった.主な研究は Lymantriaの性決定をはじめ動物遺伝学のあらゆる分野にわ

たり,また植物に関する論著でもあり遺伝学者として最も間口の広い学者であった.生理

遺伝学は氏のはじめて提唱した新しい研究飯域である.

氏は 1963年アメリカに招かれてCalifornia大学教授となったが,1948年4月滞70

才を迎え同大学を停年退職するに当り,旧友,知己,門下生の多い日本遺伝学界のため,

殊に多年交誼の厚かった当研究所所見の請を入れて5万部を超える別刷と数百部の単行本

との譲渡を快諾されたはかりでなく,1958年 4月他界されるまで引き続き別刷や単行本

を寄贈された.

外国雑誌のバックナンバーは全くこれを欠き,単行本もまた蜜々たるものに過ぎなかっ

た新設間もない本研究所の文序に,幸にして手に入ったゴール ドシュミット文庫は大いに

この渇をいやしてくれた.なみなみならぬ博士の友情は感謝に堪えない.また貴重なる文

庫所蔵のために不燃質構造の書庫を建築寄贈された静岡県当局の好意は,われわれの忘れ

得ないところである.

3.電子顕微鏡実験室

電子顕微鏡 (電子光学研究所製作Ⅲ塾),超遠心機 (SpincoL型),ウル トラミクロトー

ム,真空蒸着装置その他が備えつけられ,生体内組級細胞の微細構造およびウイルスその

他の研究が行なわれている.

4.恒 温 室

フレオンガス使用による冷凍装置と電熱暖房装置との併用により常時6つの小室がそれ

ぞれ 00,50,100,150,200,25oC の恒温が保持される.主に材料の保存,発育の抑制ま

たは促進,高温または低温の形質発現におよはす影響の研究に利用されている.

5.光学および化学実験室

ここには分光光度計,凍結乾装置,光電色沢計,PM メーター (フィ リップス会社

製),マノメ-クーその他化学的実験に必要な器具器材が整えられている.

6.微 生 物 実 験 室

昭和 32年 3月に完成した.一階には微生物実験室 3,無菌室 4,機械室 1,滅菌室

1,二階にはシエカー室 2,系統保存室1が設けられている.機械室には ト1)オン, エア

ーテンプ,-イドロサームなどを備えて各無菌室の無菌状態の保持はもちろん,温湿度を

調節できるように設計された.

この実験室にはフランスより輸入された DeFonbrune式 ミクロマニュプL,-クー,

強力音波振返器などが整備されている.
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7.移 動 網 皇

コムギなど禾穀類の貴重な研究材料を,鳥害や風雨による損傷から守る実験圃場の保護

施設として画期的なもので,昭和34年に完成された.

網室は幅 10米,奥行 20米,高さ2･5米で,四隅のみ固定基礎で支えられ他の部分は

全部分解して持ち運びできる.固定基礎は3カ所に設けられ,三年一期の輪作に応じて移

動できる.

8.調節温室と隔離温室

調節温室は昭和 27年度の官庁営繕費 (120万円)により作られた木造モルタル仕上げ

87･6m2の温室で,同年の機関研究費 550万円により13･2m2の温室2重と 3･3m2余

の暗室2重を温湿度や光を調節しうるようにした.この程の温室ではわが国ではじめて作

られたものである.昼間 15-30oC,夜間 15-25oC,湿度は 60-80% で使用している.

また隔離温室は昭和 32年度に官庁営繕費 (657.4万円)により作られ,温湿度調節装

置は 32-33年度の機関研究費 (1,300万円)によって完成した. 以前の調節温室と区別

する意味で隔離温室と名づけた.次表に示す各室および機械室,作業室などより構成され

ている.

温湿度条件の調節はチラ-と-イドロサ-ム (灯油用)を用いたウォータワッシャー方

式による自動調整冷暖房装置により,暗室は最低1･000ルックスの照明光がえられ,日長

および波長の変更が可能である.

ガラス温室および暗室では,高等植物の温度,日長反応などの生理遺伝的研究をおこな

い,開花結実を自由にコソT･ロールして遺伝学的研究を促進する.また6つの小隔離室で

は,他家受粉植物の系統維持や病害抵抗性の遺伝学的研究ができる.冷暗室は低温処理,

春化処理を行なうためのものである.

童 名 面 積 温 度 条 件夏 期 冬 期昼間 夜間 昼間 夜間 湿 度

ガラス温室 (A1) 44.6m2〟3.3m26室 19.8m2 空気吹き流し200 120 60-70%〟〟〟
〟 (A2)小隔離温室 (B1-6) 290 150 〝 〝〝 〝 〝 〝〝 〝 〝 〝Oo′～50

暗 室 (C1-3) 9.9m23室 29.8m2

冷 暗 室 (D) 9.9m2

網 童 (E) 44.6m旦

9.温 室

日本専売公社によって作られた.将来は暖房設備を入れ,温室として使用したい希望で

ある,タバコの研究材料をはじめ,各種植物の栽培に当てられている.
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10.水田温室と自動短 日圃場
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ロックフェラー財田研究費 (昭和 32年度)によって建 て られ た.水田温室は栽培室

(ガラス室)2重,機械室,研究室とを含み,栽培室内にはポットを置く台と水田を備え

ている.温度の調節は2基の灯油を燃料とする-イドロサームにより昼夜所定温度が自動

的に与えられる.また空気温度は一定に調節されるが,冷去および除湿の設備はない.夏

季の室温は外気同様に保たれる.

自動短日圃場は熱帯原産の相その他の短日性植物を栽培し,自由に出穂成熟させるため

設計された新施設である.1区 9m2の5区を設けた.光を遮断する屋根はレールの上を

モ-メ-で牽引,または圧搾空気エンジンによって作動する.その運動は普通の時間統御

時計の他に,アストロダイアルといわれる特殊の時計 (指示された緯度の毎日の日出日没

時問に応じて移動する)によって緯度的調節をも行なえる.

11.昆虫飼育室と特別蚕室

昆虫飼育室では家蚕をはじめショウジョウバェを除く昆虫塀の飼育が行なわれる.全国

から集められた蚕の突然変異 120系統の系統保存も行なわれている.

昭和34年度原子力予算で新設された特別蚕室には,蚕を材料とした放射線遺伝学の研究

を強力に推進されるに十分な設備がととのえられた.ここには環境条件を制御できるγ線

照射飼育室,対照飼育室のほか,普通飼育室が2重あり,さらに付属施設として蚕種冷蔵

室 2,人工棺化室,調査室がある.γ線照射飼育室は 60Co3Cを線源とし蚕を飼育しな

がら少線量のγ線を長時間にわたって照射できる特別の装置がある.

12.第1ネズ ミ飼育舎

-ツカネズミ (マウス)飼育室 4,ネズミ (ラッり 飼育室2のほかに飼料,敷藁貯蔵

室,調理室,宿直室,実験室がある.飼育棚はつり下げ式で,自由に位置が変更できる.

全飼育室の動物収容頭数は 10,000頭で,保持している系統はラット14系 (近交系は 7

罪),マウス近交系は 24系統,突然変異系は約 40系統である.

13.第2ネズ ミ飼育室

昭和32年度科学技術庁原子力予算によって,-ツカネズミを使った放射線遺伝学の研究

のため,特に作られたのがこの第2ネズミ飼育舎で,昭和 33年度の原子力予算で固形齢

料の調製機とケージが追加購入された.5つのネズ ミ飼育室は恒温装置により常に一定の

温湿度が保たれる.他に実験室,暗室,係員重,洗浄消毒室,固形飼料調製窒および倉庫,_

さらに係員の宿直室などが設けられている.

14.放 射 線 実 験 室

昭和30年度の官庁営繕費その他計 650万円により,一階アイソトープ実験室と地下の･

γ線照射実験室が作られた.一階には管理室,実験室,頁衣窒,オ-トグラフ室,フ-Tr
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室,測定室,貯蔵室,動物飼育解剖室および植物室 (ガラス)などがあり,地下室は 60Co

によるγ線連続照射を動植物に実施する目的で放射線防御を考慮して特別に設計された.

内部設備は庁費と輸入機械および機関研究費によって特殊のγ線照射装置,放射装置,各

種放射能測定群がそろえられている･γ線照射室はその装置とともにわが国最初の考案で,
60Co50Cを天井中央 2m の高さにあげ,床面に同心円的に1日300r,150r,50r,1r

と線量をかえて照射されるよう設計された.

昭和 33年度には上記実験室を拡張して放射線実験室を完成した.増築部分の一階は大

小の X線照射室,操作室,測定室,工作室と既設の管理室の拡張で,地下は中性子 (Ra-

Be500mg)とγ線 (137Cs6000C)の照射実験室である.内部設備としては,現在 Ra-

BelOOmgと 187Cs2,000C,137Cs4,000C をもち, 中性子装置は34年度の科学技術庁

原子力予算で,1‡7Cs装置と追加の 187Cs4,000C の線源は昭和 34,35年度の機関研究

費で完成された.

15. 鶏 舎

昭和 27年社団法人全国種鶏遺伝研究会によって建設された産卵鶏検定舎1棟,僻卵育

離舎1棟, コロニー舎6棟は, 同研究会の解散とともに寄付された.現在はこれらの外

に,中敷用育雛/くタリー舎3棟を追加建設して,毎年約600羽の成鶏を飼育し,雛は年産

20,000-30,000羽である. 主要鶏種は 3/4が白色レグホン種,1/4が横斑pォク種で,

他に若干の近交系がある.

16. 組織培養実験室および顕微鏡室

組織培養実験室には準備室 1,無菌室2を設備し,顕微鏡室には昭和 29年度の文部省

科学研究費によって購入したオーソルックス顕微鏡およびミクロキネ (顕微鏡映画撮影装

置)が備えられ,顕微鏡写真室が併設されている.

17. 免疫用兎飼育室

｢サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究｣にたいして米国の国立衛生研究所からおくられた

研究補助金の一部によって,昭和 35年 4月に竣功した.建物は径 4･5m.高さ 2.5m

の円筒型で床はコンクリート,側面は鉄骨ガラス張りである.中央には建物の中心を軸と

して回転できる三段の飼育台があり.おのおのの飼育台にはそれぞれ8個の飼育箱が環状

に設置され,また下面には下水につながる排尿漏斗が取りつけてあって,給飼,清掃を能

率的に行なえる.周囲には飼育箱洗源用の流し,飼料棚および採血台が備えてある.

18.冬期栽培フレーム

昭和35年度の機関研究費 (蚕を材料とする放射線の遺伝におよはす影響に関する研究)

の一部により建てられたもので,東西 18m 南北 5.4m で建坪は 97.2m2ある.昭和

36年 2月中旬に完成した.骨組は鉄骨を使い,木枠にビニールを取りつけたもので,

156株の桑樹を速進栽培できるようになっている.
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19.実験囲場 ･その他

圃場別面涛

圃場名 面 積

西一番圃 2,238平方メートル 一般作物

西二 〝 5,665 ノ

西三 〝 5,826 J

東二 〝 3,107 ノ

東四 〝 8,408 ノ

東五 n 7,846 J

東大 〝 1,785

計 34,875平方メートル

他に水田 400平方メートル

桑樹および一般作物

桑樹

桑樹およびクヌギ

67

虐園および道路

観賞用樹木として,また品種保存のため,ツバキ,サクラ,カニデを多数収集し,構内

に植えつけてある.ツ/ミキの一部,サクラの大多数は構外道路のサクラと共に 3-4月の

供には研究所に色どりを添えている.本館前,蚕室,ネズミ飼育室の前のメタセコイヤ,

本館前のコルクガシは貴重な賃料となっている.

主な研究用栽培植物

AegilopSSpp.,Agropyronspp.,Hordeu耽 Spp.,Triticumspp.,Oryzaspp.,

ChrySanlhemumspp.,ColchioumautumnaleL.,DiLmthusChinensiSL.,GlorioSa

紬PerbaL.,NarcissusSpp.,PharbitiSNilCHOIS.,Zephyranthesspp.,Medieago

truneaturaVILLD.,Melandriunalbum L.,RumexacetoSaL.,CannabisSalivus

HER(SL.,Capsicum annuun L.,CitrullusvulgarisScHRAD.,Cucu肌iSmeloL･,

Prunusspp.,MorusbombyeisKoIDZ.
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ⅠⅩ･実験材料の蒐集と保存
*本年度新しく入手した種

A.イ ネ

0.abromeitianaPROD.

0.auaSwALLEN

O.australienSisDoMIN

O.barthiiA.CHEV.

0.brachyanthaA.CHEV.etRoEHR.

0.breviligulataA.CIiEV.etRoEHR.

0.coarctalaRoxB.

0.0ubensisEKMAN

O.eichingeriPETER

O.glaberrimaSTlmD.

0.grandiglumisPROD.

0.granulataNEES

O.latifoliaDESV.

0.longiglu仇isJANSEN

O.malabarensis

O･malampuzhaensisKRISH･etCHAND.

0･meyerianaBAILL･

0.minutaPRESL

O.0.節oinaliSWALL.

0.paraguaiensisWEDD.

0･perennisMoENCH

O.punclalaKoTSCHY

O.ridleyiHooE･

0.8ativaL.

0.8ativa∫.spontaneaRoscHEV.

0.80hlechteriPILGER

O.stapPiRoscHEV.

0.8ubulataNEES
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桜

大 島 群 系: 大島桜,大提灯,普賢象,一葉,紫桜,牡丹桜, 八重曙, 渦桜 (?),

麟塀,江戸桜,栓月,白妙,官金(右近),御衣黄,完川匂, 楊貴妃,

天ノ川,狩衣,雪月花,名島桜,菊桜(兼六園),地山,嵐山,宝珠杖,

八房,御所桜,汐登,白雪,揺魚寿,千麻桜,鞍馬按, 革鑑, 福桜,

珠数掛桜,翁桜,奈天(?),太白,紅虎の尾,白弟桜,泰山府君,見返

桜(御車返,桐ケ谷),雨宿,法輪寺,′ト汐山,首清水.

山 桜 系: 山桜,薄墨,墨染,上旬,千里香,駿河台匂,滝匂, 御座間匂, 日吉

八重,琴平八重,正福寺枝重く湯村枝垂),清澄枝垂, 高砂, 奈良八重

桜,左近の桜.

染井吉野系: 染井吉野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,船原吉野,

天城吉野.

彼 岸 桜 系: 枝垂桜(糸桜),江戸彼岸(紅,白),彼岸桜,熊谷.十月桜, 寒桜. 蘇

枝垂.

そ の 他: 案緋桜(台湾直移入),千島桜,霞桜,盟月桜,櫨道桜,菊咲奥丁字桜,

豆桜(富士桜,箱根桜),筑紫桜,緑専桜,支那実桜,東海桜,岳南桜,

大山桜(野中桜).

斑 入植 物

双 子 葉: アジサイ,クツギ,ヤマブキ,金葉コデマリ,モチ,ムクゲ,カエデ,

セリ,アオキ,ツルマサキ,ギンマサキ,キンマサキ, マユミ, イボ

タノキ,ツバキ.

単 子 葉: ギボウシ,カンゾウ,アマ ドコロ, シロフノ､カタカラクサ, シマフム

ラサキツユクサ,アシ,フトィ.

裸 子: 白斑ヒバ,黄斑ヒバ,斑入糸ヒバ,金糸ヒバ, クジャクヒ′1', アスナ

ロ,イブキ,井白杉,雪冠杉,ソナレ,蛇の目栓.

椿

八 重 系: ′ト紅葉,鶴毛衣,紅車,無類紋,蝦夷錦,寒陽袋,鈴鹿ノ関,蟹′ト船,

紅千鳥,天之川.

牡 丹 系: 玉牡丹,熊坂,明石潟,淀の朝日,鴇の羽重,濯花紋, 獅子頭, 神楽

獅子,紅麟廟,雪牡丹,源氏車,眉間尺,光源氏, 自牡丹, 乱拍子,

星牡丹,自雁,花橘,白獅子,花車.

千 重 咲: 千年菊,鹿児島,白乙女,絞乙女,蓮見白,乙女, 紅乙女, 染川,良

貨黒,塁染,和蘭陀紅,残雪.

一 重 咲: 朝鮮椿,白鵬,抜筆,蝶千鳥.

唐 子 咲: 紅唐子,絞唐子,淡路島,京唐子,黒竜,紅獅子.

早 咲: 紅柁介,初嵐,白太神楽,能牡丹,白拍子,白玉, 白玉絞, 白露錦,

仏蘭酉白,荒獅子.
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七 木: 緋縮緬,見驚,春日野.

五 木: 唐錦,後頼山.

木: 藻汐,和歌ノ浦, 日暮.

妻: 雪見車,月見草.

菓 替: 盃葉,錦魚椿.

斑 入: 弁天椿,斑入乙女,覆輪一休.

新 花: 蓮上の玉,大白玉,光明,春曙紅,四海波,八重白玉,大虹,群胡蝶･

肥 後 椿: 御所椿,白鶴.

雪 椿: 越の姫,紅陽殿,島の錦,雪小町,閏の夢.

梶

満月,特出錦,金筋梅,東都,開運梅,一重寒紅,蝶ノ島,簾の内,青等,八重茶青,

浜千鳥,筑紫紅,映山白,栖驚梅,春日野,古里錦,唐梅,内裏梅,未開紅.

楓

早乙女,花泉錦,松ヶ枝,堤々,赤地錦,立田川,紅枝垂,柁人,狂獅子,鷲の屠,

奥州紅,青茶錦,紅鏡,三業楓,瓜膚蛙手,獅子頭,青〆,袖ノ内,一行寺,血染,

織殿錦,大盃,金閣,梶,名鳳,爪紅,鴫立沢,唐楓,舞孔雀,限 り錦,鈎錦,辰頭,

日笠山,赤メノ内,真間,置霜,漣波,男獅子,時雨鳩.

朝 顔

大輪 (洲浜)系品種: 天津,太陽錦,太平楽,右近,碧竜,団十郎, 陽春, 幽露,

深淵,白妙,,耕千代宝,千代の極,太平替,磨,初雁,筆火,松島吹掛,若水,

紅吹掛,時津風,暁雲,田毎の月,天竜,紫の香,王昭君,雁吹掛,菊水,国の

光,毛無,藤桃吹掛,紫雲竜,天津風,初雪,大鳥,新利久,山紫水明,桃太郎,

黒鳩,暁の光,太陽,東亜の光,彩筆鉢,戸部の挙,翠雲,赤地錦,白雲,富士,

晴天,鳴神,新書仙,美女の舞,幽境,太平夢,黒王,月桂冠,宇旭,瑞雲,錦

宝,大黒天.

肥後朝顔 (洲浜)系: 老松,司紅,殿上人,天の原,御狩宿,春月,法衣,立田川,

磯千鳥,高砂,藤衣.

花型遺伝子系: 並咲,獅子咲,乱れ獅子,台咲,捻梅咲,乱菊咲, 石畳咲, 縮咲,

桔梗咲,渦咲,采咲,立田咲,南天咲,八重咲,牡丹咲,孔雀咲.

莱型遺伝子系: 常葉,丸薬,芋薬,笹菜,立田葉,南天葉,獅子葉,渦葉,林風菜 (倭

性,劣性),乱菊菜,鼻薬,購輪業,縮緬葉,柳葉,-デラセア葉, 孔雀葉, は

だぬぎ,洲浜葉 (千鳥菓).

花模様遺伝子系: 刷毛目絞,吹掛絞,覆輪,吹雪,車線,覆輪抑圧,筒白, 花筒色

抑圧,辛,雀斑,立締,条斑.

その他の遺伝子系: 木立 (石化),咲分け,斑入,黒種子,白種子,褐色種子,象牙

種子,松島,夫婦咲き,枝垂,クリームイエロ-,クリームイエロー抑圧,打込

み,袋咲き,小人,毛茸制限.
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･C.シ ョウジ ョウバエ

1. キイロショウジョウバエ- 825系統

野生型 (94系統): 本邦産 59系統,外国産 30系統,isogenic5系統

突然変異種- 116系統

第 1染色体: 24系統

第2染色体: 19系統

第3葦染色体.I18系統

第4染色体: 1系統

混合染色体: 54系統

野生集団致死 遺 伝 子 型: 339系統

野生集団半致死遺伝子型: 144系統

野生集団正常 遺 伝 子 型: 132系統

'2. クJjショウジョウバエ- 14系統

野生型 (4系統): 本邦産3系統,外国産1系統

突然変異種- 10系統

第 1染色体: 3系統

第2染色体: 1系統

第3染色体: 1系統

第4染色体: 1系統

第5染色体:2系統

混合染色体: 2系統

3. ウスグロショウジョウバエ- 54系統

PP 型: 18系統

AR 型: 10系統

CH 型: 8系統

TL 型: 10系統

ST 型: 8系統

4･ その他の種類- 4系統

I). カ イ コ

突然変異系統

第 1連 関 群 (od;ode;oSe;eVg)

第 2連 関 群 (pM;pS;pea;Y;Usa-2Y;oα)

第 3連 関 群 (Ze,len,'len l;d･lem)

第 4連 関 群 (L;sk;Spc;Llem qoe)

71
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第 5連 関 群 (pe,re;ok;oo)

第 6連 関 群 (E;EOa;ED;EEl;Eg;Esp;EJqe;EMe;EN;ENc;END;ENB;

EEpEH;ENcER;ENDED;EEpED;ENcE;EOdENe;EGG

第 7連 関 群

第 8連 関 群

第 9連 関 群

第10連 関 群

第 11連 関 群

第 12連 関 群

第 13連 関 群

第14連 関 群

第15連 関 群

第 16連 関 群

第 19連 関 群

(q)

(ae;be;+ae;+be;st)

(I-a)

(wl;W2;W3;WOl;jl;b3;Dew)

(K;Bu;bp;Np)

(Ng)

(ch)

(Di;oa;oak;Nll;Nl2･,Nl;U)

(Se)

(cts)

(elp)

そ の 他 (al;Gl;nb;rb;80;Nd;SP)

(青白;褐色斑点蚕;大造;餐)

染色体異常系統

( /~~~＼/へ＼
ZWl (+od･W･+P･pSay/od)

6illllliへ Ed EN

ZW2 (+od･W･+p･pSay/08e)
( ･〈 (ヽ

ZIO2 (+od.W･+p･pSa/Z+/zed) (雌致死)

ml (橋本雄致死系統)
/~~~･＼ ( ′~＼

H108 (W･+py.pSay) W-PIO8 (W･+Pyoα)
′~~ー､ (

改 7 (W･+py欠)., M3 (W･pM)
( /~■ー＼

限性虎蚕 (WIZe) T-20 (W･+m)

P/Y (+Pに伴なう致死)
/一.- (

Dup (+Py.PSaY/py);Q121(+py･pSy/pYoer/pyoα)
⊆;i■iコ

C32 (pSa･+pYoα(+p-Y間交叉価の高い系統)
Eu

GH l (U･EKp)
(

GH 3 (U･ED)
Ei-

GH 4 (U･ER)
Eu

GII13 (U･Nc)

TrisomiC2 (pS/PM/+p)

TrisomiC6 (HKp/+/+);(ENc/EH/+);(ENe/ED/+)

Trisomic14 (+oa/oa/Di)
Trisomicl12 (pSay/pY/py)
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E.ネ ズ ミ1)

1･ 系統維持をしている純系マウス (MusmuSCuluS)

A/HeMs(Inbreedingl19代),AKR/JMs(68代),BALB/cJMs(85代),BL/De*,

CFW/MS(23代),C57BL/6HeMs(28代),C57L/HeMs(27代),CBA/StMs

(29代),C3H/AnHeMs(29代),C3H/Bi♯,C3Hf/Lw*,C3HeB/De,C58/LwMs

(?+9代),DM/Ms(44代),dd/Ms(27代),D103/Ms(43代),DBA/2*,HR/De*,

NH/LwMs(46代),RF/Ms(?+13代),RFM*,SL/Ms(25代),SMA/Ms(50代),

SWR/JMs(74代),SwissAlbino/Ms(28代),STOLI.*

2. 系統維持している突然変異系マウス (Mugmusculus)

第 Ⅰ 連 関 群 Chinchilla(cob),extremedilution(oe),pink-eyeddilution(p)

第 II連 関 群 shortear(se),dilute(a),dilutelethal(dl)

第 III連 関 群 piebald(S),hairless(hr),rhino(hrrh),Variabledominant

spotting(Wv),

第 Ⅴ 連 関 群 non･agouti(α),blackandtan(αり,lethalyellow (Aり
第 ⅤⅠ連 関 群 Caracul(Cα)*

第 ⅤⅠⅠ連 関 群

第ⅤⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅠⅩ 連 関 群

第 ⅩⅠ連 関 群

第 ⅩⅠⅠ連 関 群

第ⅩⅠⅠⅠ連 関 群

第 ⅩⅤ連 関 群

Rex(Re),tipsy(ti)

brown(a)

tai11ess･wild5(tw5),Brachury(T),Fused(Fu)

abese(ob)*

jerker(Jβ)

leaden(～≠)

Twirler(Tw)

連関群不明のもの furless(fS),alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly

(Po一仮称),dwarf(dw)

3.系統維持している純系ラット (Rattusnorvegicu8)

ACI/N (Ⅰnbreeding-75代)*

Albany(30代)

Buffalo(43代)

Castle'sBlack(22代)

CW-1(20代)

Fischer(82代)

Long-Evansく20代)

Nagoya(N) (19代)

1) 全て第一ネズミ飼育舎にて飼育中のものである･

* 本年度新しく入手したもの.
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NIG-Ⅰ(18代)

NIG-ⅠⅠⅠ(11代)

NIG-ⅠⅤ (11代)

Shiihashi(22代)

Tailless･W (24代)

Wayne'spink･eyedyellowhooded(61代)

Wistar(44代)

Wistar-King-A (175代)

4.その他飼育繁殖中のネズミ類

チャイニーズハムスター (CrieetuluSgriseus)

クマネズミ (RauuSrauuS)

マス トミス (MaSlomysnatalenSis)*
5.維持しているネズミの腫妨系統

吉田肉腫,Ehrlichascitestumor(ELD),

MH134マウス肝癌,プラズマ細胞慮癌 Ⅹ5563,

プラズマ細胞腰痛 MPC-4.

F.コ ム ギ

油小麦,罪,赤ポロ1号,赤ポーシ,赤坊主,赤坊主1号,赤坊主高 34号,赤豊後,

赤竹1号,赤達摩,赤突出,赤稗茨城1号,赤毛軍配,赤小麦, 赤皮, 赤皮赤, 赤カラ

シ,赤麦,赤南京,赤鋳不知 1号,秋田在来種,雨除,朝日,阿蘇在来 (有だ), 阿蘇在

莱 (無空),東錦,万脇 1号,備後,坊主,プレドリ-,竹林 36号,珍子1号,珍子1,

筑前,甲珍子,中江,達磨,突出,江島,鴻珍子1号,鴇神力,富岡,福楽,冬白,軍配,

八王寺,畠田小麦,廿日小麦,早坊主,早小麦,早メノ､イカラ,飛騨早生 1号,肥後 l阜,

簸川,耕掘, ヒラキ小麦,広島シプレー,頼長,細枠,宝満,穂揃,保津,1号早小麦,

1号熊本小麦,-白,伊賀筑後,伊東′ト麦,稲山,石割,岩手,岩手白,十条小麦,蛇腹,

鹿児島,改良筑前,勘平,唐団最,川辺,菊地,畿内鋳不知,金錦,木下,コポレノ､石,

小坊主,国光,国分坊主,′ト麦甚五郎,小僧,金比羅,古志郡在来種,熊本,京都赤,丸

穂,三原,宮城坊主 32号,森谷,本野,無空珍子,紫赤,会津,長穂,長崎,中村,早

相州,中生軍配,中生白,中生相州6号,奈良三尺,西村,新田早生,延岡坊主,入梅,

大井上,大石,大分筑摩,大分, 大中山, 尾島早生, 沖縄在来無だ, 沖縄在来有巴,大

久保,晩生赤,鬼坊主,論田小麦,鋳勝,貞坊主,両国穂軌 魁 1号,サコボレ,三尺,

三州′ト竹,札幌春小麦,札幌春蒔,さつき,セイチコ,セイチク,関取1号,仙台坊主,

仙北,仙北坊主,選出早生,渋不知,滋賀早生小麦8号,湿不知,新珍子1号,新中長,

*本年度新しく入手したもの.
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神力小麦,信濃 1号,白 ⅠⅠ～5-3-8,白プンプ,白チャボ,白巴,自穂丈揃,白ポロ1号,

白坊主,白達磨,自突出,自宅南京,白毛白皮,白毛白無巴,白肌,白神楽,白蟹穂,良

皮,白皮白,白キリス,自′ト麦,白麦,白南京,白三尺,白菜茨城 1号,白菜,白菜1号,

白菜2号,白飛出,資選 1号,小′ト麦 ⅠⅠ,湘南,昭和,蕎麦小麦,早熟赤毛,早熟珍子,

麦麺,空地,相州外海,砂川達磨2号,スネキリ15号, 耐早, 寺田坊主,唐風 所沢,

徳島筑摩 29号,虎の尾,宮山早生 1号,豊国,倭型 1,和歌山,早生赤,八重原.
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Ⅹ･庶 務

A.歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年8月京城で催された日本遺伝学会第 13回大会が国立遺伝学研究所設

立決議案を満場一致で可決した.これに里 16年4月,日本学術振興会内に設けられた第

4(遺伝)特別委員会が協力して国立研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 8月,日本

遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.これ

らの努力が実を結び,昭和 24年5月青田内閣の第5国会において設置法案が可決され,

同年5月 31日文部省設置法の改正公布をみ,ここに待望 10年の国立遺伝学研究所が 6

月1日莱生した.

最初は,庶務部のほか,第1(形質遺伝),第2(細胞遺伝),第3(生理遺伝)の3研究

部をもって発足し,事務所を文部省内に置いた,昭和24年9月敷地として,静岡県三島市

富士産業株式会社所有の土地 77,771･78028平方メーrJレを買収するとともに,同社の建物

4,445.1平方メートル を借受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.のち文部省,大蔵

省,科学技術庁,静岡県,三島市,日本専売公社,ロックフェラー財団などの援助により,

逐年研究施設は拡充され,昭和 35,37両年度には本館 (鉄筋コンクリート造り3階建)

の一部が竣工し研究所はようやく面目を一新するに至った.また,研究部門の構成も,昭

和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部,30年には変異遺伝部が,35年には人頼

遺伝部が増設され,さらに37年度に微生物遺伝部の新設をみ,現在8部門を数えている.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新しい飯域に属し,開拓されてからいまだ 60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態

も機能も,さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品種改良,人間の内因性疾患などに関

する知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう若い研究者の育成

と国民の科学知識の向上に貢献することを使命としている.

既設の8研究部門のほかに将来集団遺伝,分子遺伝,生物物理ならびに微細構造などを

取り扱う部が設けられ,また家畜の遺伝と改良を広く研究する部門が拡充され,これらが

相互に密接な協力態勢を整えたならは遺伝を中心とする諸問題に総合的な成果が得られる

ことが期待できよう.

B.組織 (機構と職員)

文部省投覆法 (抄)

(昭和 24年5月 31日法律第 146号)

第 2節 国立の学校その他の機関 (国立の学校など)
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第 14条 第 25条の 3, 第 26条, 第 27条および第 27条の 2に規定するもののほ

か,文部大臣の所轄の下に,国立学校および次の機関を置く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本芸術院

日本学士院

(評議員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立近代美術館,国立

西洋美術館,統計数理研究所および国立遺伝学研究所にそれぞれ評論員会を置 く.

2･ 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に

関する重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3･ それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により文部大臣が任命する.

4･ 評議員会は 20人以内の評兼員で組織する.

5･ 評議員は,学績経験のある者のうちから文部大臣が任命する.

6･ 評議員の推薦,任期その他評議員会の組織および運営の細目については政令で定

める.

(国立遺伝学研究所)

第 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合研究およびその応用の基礎的研

究をつかさどり, あわせて遺伝学研究の指導, 連絡および促 進をはかる機 関であ

る.

2･ 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

文部省所轄機関評諸員会令

(昭和 24年 7月 18日政令第 274号)

第 5章 国立遺伝学研究所評議員会

(所掌事務)

第 18条 国立遭伝学研究所に置かれる評議員会 (以下 ｢国立遺伝学研究所評議員会｣と

いう.)は,左に掲げる事項に関し辛鼓し国立遺伝学研究所長に助言する.

1. 国立遺伝学研究所の行なう毎年の研究およびその他の事業の計画

2. 国立遺伝学研究所の行なう研究およびその他の事業の経費その他国立遺伝学研究

所の運営に必要な経費の見積
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3. 国立遺伝学研究所と他の遺伝学に関係のある機関との連絡に関する重要事項

4. 国立遺伝学研究所の人事その他の運営管理に関する重要事項

(組 織)

第 19条 国立遺伝学研究所評議員会は,評議員 16人以内で組織する.

2. 評議員は,教育,学術,経済などの各界における学識経験のある者のうちから,

文部大臣が任命する.

(準用規定)

第 20条 第 1粂第2項から第4項までおよび第3条から第9条までの規程は,国立遺伝

学研究所評議員会に準用する.

(所掌事務)

第 1条 (略)

2. 前項第3号の重要事項の範囲は,評議員会の議を経て,国立教育研究所長が定め

る.

3･ 評議員会は,国立教育研究所長の候補者を推せんする.

4･ 文部大臣は,前項の規程により推せんされた候補者を適当でないと認めるときは

評議員会に対し,他の候補者の推せんを求めることができる.

(組 織)

第 2条 (略)

第 3条 評議員の任期は,2年 とし,1年ごとにその半数を改任する.ただし,再任を妨

げない.

2･ 評議員に欠員を生じた場合の補欠評議員の任期は,前任者の残任期間とする.

3･ 評議員は,非常勤とする.

第 4条 評議員により会長として互選 された者は,評議員会の会務を総理する.

2･ 評議員により副会長として互選 された者は,会長を補佐し,会長に事故あるとき

は,その職務を代理する.

3. 会長および副会長は,1年ごとに改選する.

4･ 会長および副会長が欠けた場合における後任の会長および副会長の任期は,それ

ぞれ前任者の残任期間とする.

(会 議)

第 5条 評議員会の会議は, 会長が必要と認めるとき, または評議員の過半数の要求が

あったときに,会長が招集する.

第 6条 評議員会は,評鼓員の過半数が出席しなければ, 議事を開き, 決議することが

できない.

2･ 評議員会の議事は,出席 した評議員の過半数をもって決し,可否同数のときは,

会長の決するところによる.

(説明の要求など)
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第 7粂 評議員会は, 国立教育研究所の職員に対し, 説明または意見の開陳もしくは,

資料の提出を求めることができる.

2. 国立教育研究所長は,評議員会に出席して意見を述べ,または国立教育研究所の

職員をして意見を述べさせることができる.

(庶 務)

第 8条 評議員会の庶傍は,国立教育研究所において処理する.

(雑 則)

第 9粂 この章に定めるもののほか,評議員会の議事の手続その他その運 営に 関し必要

な事項は,評議員会が定める.

(附 則)

1. この政令は,公布の日から施行する.ただし国立遺伝学研究所評議員会に関する

規程は,昭和 24年 6月 1日から適用する.

文部省設置法施行規則 (抄)

第 7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62条 国立遺伝学研究所に所長を置 く.

2. 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 9部を置 く.

1. 庶 務 部

2. 形質遺伝部

3. 細胞遺伝部

4. 生理遺伝部

5. 生化学遺伝部

6. 応用遺伝部

7. 変異遺伝部

8. 人数遺伝部

9. 微生物遺伝部

(庶務部の分課および事務)

第 64粂 庶務部に次の 2課を置 く.

1. 庶 務 課

2.会 計 課

2. 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

1･ 職員の人事に関する事務を処理すること.

2･ 公文書類を接受し,発送 し,編集し,および保存すること.

3. 公印を管守すること.
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4･ 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

5･ 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

6･ 前各号に掲げるものの外,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3･ 会計課においては次の事務をつかさどる.

1･ 予算に関する事務を処理すること.

2･ 経費および収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

3･ 行政財産および物品の管理に関する事務を処理すること.

4･ 職員の衛生,医療および福利厚生に関する事務を処理すること.

5･ 庁舎および設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

6･ 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析およびその遺伝様

式に関する研究を行なう.

2･ 形質遺伝部に第一研究室および第二研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関す研究,および植物に関する研究を行なう.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部においては,生物細胞の核および細胞質と遺伝との関係に関する研

究を行なう.

2･ 細胞遺伝部に第一研究室および第二研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関する研究および植物に関する研究を行なう.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行なう.

2･ 生理遺伝部に第-研究室および第二研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関する研究および植物に関する研究を行な う.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行なう.

2･ 生化学遺伝部に第-研究室,第二研究室および第三研究室を置き,各室において

は,前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究および微

生物に関する研究を行なう.

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物および植物の改良に関する遺伝学 的 研 究 を行な

う.

2･ 応用遺伝部に第一研究室,第二研究室および第三研究室を置き,各垂においては,

前項の研究についてそれぞれ動物に関する研究,植物に関する研究および育種技術

の理論に関する研究を行なう.

(変異遺伝部)
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第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的および化学的刺激による突然変異

に関する研究を行なう.

2. 変異連伝部に第一研究室,第二研究室および第三研究室を置き,各室においては,

前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究および放射性

同位元素による突然変異に関する研究を行なう.

(人類遺伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行なう.

2. 人類遺伝部に第一研究室および第二研究室を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ形質遺伝に関する研究および統計遺伝に関する研究を行なう.

(微生物遺伝部)

第 72粂 微生物遺伝部においては微生物の遺伝に関する研究を行なう.

2.微生物遺伝部に第一研究室および第二研究室を置き,各室においては前項の研究

について,それぞれ遺伝子の構造と変化に関する研究および遺伝子の作用に関する

研究を,行なう.

(形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部, 応用遺伝部, 変異遺伝部,人

類遺伝部,および微生物遺伝部の共通事務)

第 73粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部および微生物遺伝部においては,前8条に定めるものの外,各部の

所掌事務に関し,次の事務をつかさどる.

1. 国の機関の求めに応 じ,人口,優生,農業などに関する政府の施策について科学

的基礎資料を提供すること.

2. 国および地方公共団体の機関,大学,民間団体などの求めに応じ,協力し,およ

び指導すること.

3. 内外の諸機関と連絡協力すること.

4. 研究成果の刊行および研究会,講習会などの開催その他研究の促進に関すること_

この省令は昭和 38年4月1日から施行する (昭和 38.3.31.省令第9号)



82 国立遺伝学研究所年報 第 14号

機 構 BEl(昭和 38年 12月末現在)

一庶 務 部-

-形 質 遺 伝部-

一細 胞 遺 伝

一庶 務 課-1‡≡ … ≡

ー会 計 課一

一第 1研究室

一第2研究室

可 二

-生 理 遺 伝 部-

第 1研究室

第2研究室

ー第 1研究室

一第2研究室

_生化学遺伝部工 芸:芸≡≡

一応 用 遺 伝 部-

評議員会

一第3研究室

一第 1研究室

一第2研究室

-第3研究圭

一実 験 圃 場

一一 一 ∴ 言

一人 類 遺 伝 部一

一微生物遺伝部-

戦 鼻 定 数 (昭和 38年 12月末現在)

一第 1研究室

一第2究究室

一第 1研究真

一第2研究室

一経 理 係

一用 度 係

区 分- 事務官 .技官 教 官 その他計
定 員 15 39 3993

現 在 貞 20 39(4) 3392(4)

( ) 内数字は併任および非常勤研究員を示す
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官 職 名

国 立 科 学 博 物 館 長

農 業 技 術 研 究 所 長

東京大学応用微生物研究所 長

静 岡 県 知 事

日 本 専 売 公 社 総 裁

坂 田種 苗 株 式 会 社 社 長

科

静

北

麻

人

北

北

東

放

学 警 察 研 究 所

大

道 大

岡

削

布

口

海

海

京

鵬

医

題

獣

間

道

道

…

路

学

名

科

研

大

大

大

約

学

敬

教

学

所

政

教

敦

鮒

誉

大

究

学

学

学

研

長

授

授

長

長

授

授

授

長

氏 名

要

覚

雄

夫

二

雄

基

吾

梓

一
稔

人

郎

郎

甫

二

五

覚

寿

泰

武

種

文

勇

正

佐

大

意

田

田

原

藤

田

田

畑

田

熊

智

尾

野

脇

本

岡

河

北

斎

阪

坂

古

和

小

越

館

長

牧

森

塚

発令年月日

37.6. 1

8

8

3

3

備 考

会 長

任期は前所長
の残任期間

備考 名古屋大学名誉教授勝沼精蔵氏は,昭和 38年 11月10日任期間中に死去.

客 鼻

見

所 長 文部教官 理学博士 木 原 均

部 別 官 名 職 名 氏 名 発令年月日

庶 希 部〟〟〟〟〟〟 文部事務官〟〟〟〟〟〟 部 長 大 友 端 立 36, 4. 1

庶 務 課 長 南 口 豊 高 37. 4. 1

庶 務 係 長 大 山 幸 二 24. 8.31

人 事 係 長 中 野 浩 子 24. 10.31

会 計 課 長 小 泉 清 一 36. 6. 1

経 理 係 長 鶴 見 茂 38. 6. 16
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研 究 職 員
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部 別 官 職 名 学 位 氏 名 発令年月日

形質遺伝 部∫〟〟細胞遺伝 部〟〟■生理遺伝部〟〟〟〟生化学遺伝部〟〟〟〟応用遺伝 部〟〟〟∫〟〟変異遺伝 部〟〟〟〟∫人塀遺伝 部〟∫∫∫ 文 部 教 官,部 長 農 学 博 士〟理 学 博 士〟〟〟〟JI〟Ph.D.農 学 修 士 田 島 弥太郎 31.12.ll

･ 室 長 坂 口 文 書 25. 4.15

･ 研究員 佐 渡 敏 彦 35. 4. 1

文 部 技 官, 〟 鬼 九 喜美治 24.10.31

文 部 教 官,部 長 竹 中 要 24.10.22

･ 室 長 吉 田 俊 秀 27. 4. 1

･ 研究員〝 〝･ 部 長 森 脇 和 郎米 田 芳 秋大 島 長 造 34. 4. 134.10. 132. 5. 1

･ 所 長 木 原 均 30.10. 1

･ 研究員〝 〝〝 〝･ 部 長 平 俊 文常 脇 恒一郎阪 本 寧 男 28. 8. 134.10. 329.ll. 1農 学 博 士 辻 田 光 雄 25. 2.28

･ 室 長〝 〝･ 研究員〝 〝･ 部 長 医 学 博 士 小 川 恕 人 31. 9. 1

理 学 博 士 名 和 三 郎 38. 8. 1

農 学 博 士農 学 博 士〟〟〟農 学 博 士〟〟Ph.D. 遠 藤 衛桜 井 進酒 井 寛 一 25. 4.3037. 8.2024.12. 7

･ 室 長〝 〝〝 研究員〝 〝〝 〝〝 〝･ 部 長 岡 . 彦 -山 田 行 雄河 原 孝 忠宮 沢 明井 山 審 也沖 野 啓 子松 村 清 二 29. 8. 129.10.1629. 7. 124.10. 533. 4. 136. 4. 124.12. 8

･ 室長心得 土 川 清 26. 7. 1

･ 研究員〝 〝〝 〝〝 〝･ 部 長 向 井 輝 美 35. 7. 1
農 学 博 士医 学 博 士理 学 博 士 藤 井 太 朗石 和 浩 美池 永 満 生松 永 英 29. 9.3036. 4. 138. 9. 136. 4. 1

･ 室 長 理 学 博 士Pb.D. 木 村 資 生 24.ll.30

〝 研究員′ ′′ ′ 理 学 博 士 外 村 晶篠 田 友 孝 36. 3.1637. 4.16
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非常勤研究員,流動研究員

官 名 職 名 氏 名 学 位 発令年月日 備 考

研 究 員〟〟∫′〟 大阪大学教授 自 戸 四 郎横 田 寛 東館 岡 亜 緒 医学博士理学博士 37.10. 138.4. 138.4. 1 非 常 勤〟∫〟流 動〟

近 藤 宗 平 理学博士 38.9. 1

岐阜大学講師 西 川 浩 三 37. 4. 1

九州大学助手 渡 辺 泰 州 38.4. 1

退散者および転出者

官 名 職 名 氏 名 任命年月日 異動年月日 備 考

文 部 教 官文 部 教 官 庶務部事務員 望 月 君 代 33.10. 1 38.3.31 退職′〟〟大阪大学に転出

生 理 遺 伝 部研 究補 助 員 今 井 祥 子 36. 4. 1 38. 3.31

応 用遺 伝 部研 究 員 鈴 木 昭 男 37. 4. 1 38.6.15

庶務部事務員 佐 藤 順 子 36.10. 1 38.12.31

変 異遺 伝 部第3研究室長 近 藤 宗 平 31. 1. 1 38.9. 1
文部事務官∫ 庶務部用度係 長 榎 本 一 夫 36. 8.16 38.6.16 国立西洋美.術館に転出

C.土地および建物

土 地 総 面 横 89,900m2 建物総面横 (建) 6,808m2

内訳 研究所敷地 81,071m2 (建) 10,262m2

宿 舎 敷 地 8.829m2
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建 物 内 訳
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区 分 構 造 両 横

平 帝 建(平方メ-トル)平 群 延(平方メ-トル)

新 館 鉄筋コソクリー ト造り三階建 613 1,838

本 館 木 造 瓦 葺 二 階 建 664 1,332

実験室 お よび囲寄室 鉄筋コンクリー ト造り二階建 431 862

養蚕室および昆虫飼育室 木造瓦葺平家建一 部地 下 257 270

堆肥 舎お よび農夫 舎 木 造 平 鼻 一 部 中 二 階 132 165

変 電 室 木 造 大 壁 平 星 建 28 28

調 節 温 室 木 造 平 星 建 87 87

渡 り 廊 下 木 造 二 階 建 18 36

第 1ネ ズ ミ飼 育 室 木 造 平 星 建ち木 造 瓦 葺 平 畳 建 291 291

増 圧 ポ ソ プ 室 3 3

自 動 車 車 庫 52 52

作 業 室 木 造 平 量 建 105 105

僻 卵 育 雛 舎 木 造 瓦 葺 平 星 建∫∫〟鉄 筋 平 家 建 一 部 地 下 室 189 189

検 定 舎 119 119

コ ロ ニ ー 舎 (3棟) 29 29

公 務 員 宿 舎 (22棟) 1,925 1,925

放 射 線 実 験 室 257 394

第 2ネ ズ ミ飼 育 室 ブロック造りおよび木造平家建 272 272

隔 離 温 室 一部鉄骨プT]ツタ造りおよび木造平家建 ∫ 341 341水 田 温 室 178 178

自転 車置場および物置 木 造 平 畳 建 41 41

特 別 蚕 室 ブ ロ ック造 り一 部 地 下 194 218

桑 栽 培 用 温 室 木 造 一 部 鉄 骨 平 家 建 97 97

D.予 算

国立遺伝学研究所

人 件 費

物 件 費

国立機関原子力試換研究費

科学研究費

総合研究費

機関研究費

各個研究費

119,736千円

50,662

69,074

10,165

5,540

2,000

3,250

290
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E.請会と諸規定

賄 金

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

雑 誌 会

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時季を除き,毎週水曜日に開かれ

る.

BiologiC&1Sympo8i&ofMi8im&

外国から関係学者の来訪の際,随時に開き,誇浜討論の一切を英語で行なう.

日本遺伝学会三島放話会

研究所ならびに付近在住の会長により組放され,原月rJとして,月1回研究成果の発表と

それに関する討論を行なう.

稲 研 究 会

pックフェラー財団の援助によってうまれた,｢栽培稲の起原｣ の研究班の人達によっ
て,隔週に1回,定期的に開かれ,研究班自身の研究の発表と討論ならびに,国内外の最

近の研究の紹介を行なう.

人類遺伝委員全

人炉の遺伝を研究するために,米国ロックフェラー財団から昭和36年 10月～昭和39年

9月まで3カ年にわたり,総額 $55,000の援助を受け,研究計画およびこれら経費の運用

などについて計る.

以上のほか,染色体学会三島例会,日本育種学会静岡談話会などが不定期に開かれる.

講 演 元

部長会議規定

第 1条 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議という)を置く.

第 2条 会議は所長および部長をもって構成する.

第 3条 会議は所長の諮問に応じ次の事項を審議する.

1･ 重要な規定および内規の制定および改廃に関する事項.

2.職員定員の配置に関する事項.

3. 重要人事に関する事項.

4. 予算要求に関する事項.

5･ 研究費予算配分に関する事項.

6. 研究および業績報告に関する重要な事項.

7. 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

8･ 渉外に関する重要事項.

9･ その他研究および運営に関し,所長の必要と認めた事項.

第 4条 所長は会議を召集し,その議長となる.ただし,所長事故あるときは, あらか

じめ,所長の委任した部長がその執務を代理する.
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第 5条 会議は構成員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決することができな

い.

第 6条 議事は出席者の過半数で決し,可否同数のときは議長の決するところによる.

第 7条 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の者を会議に列席させ意見をき

くことができる.

2. 前条により会熟 こ列席した者は叢決に加わることができない.

第 8条 会勤ま定例会議および臨時会議とする.

2. 定例会議は原則として,毎月第1,第3火曜日に開き,臨時会義は所長が必

要と認めたときまたは構成員の過半数から請求があったとき開く.

第 9粂 会議に幹事を置き,庶務部課長をこれに充てる.

第10粂 幹事は会議に出席し,議事録を作成する.

客 員 内規

第 1粂 この研究所に客員を置くことができる.

第 2条 客員は遺伝学研究に造言旨深いもので, この研究所において研究を希望するもの

のうちから所長がこれを決める.

第 3粂 客員は所長の指示にしたがわなければならない.

第 4粂 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第 5集 客負はこの研究所の諸設備を使用してなした研究業鏡を所長の承認を得て発表

することができる.

第 6条 客員が研究発表をするには,この研究所の業漬報告書を用いることができる･

特別研究生内溝

第 1粂 この研究所に特別研究生を置くことができる.

第 2条 特別研究生は,大学または専門学校において関係学科を修めまたは これと同等

以上の学力ある者にして所長が特別研究生として適 当であると認めた ものに限

る.

第 3粂 特別研究生として指導を受けようとするものは,所長あて,次の書供を提出し

て許可を得なければならない.

1･ 願 書 (別紙様式による)

2.履歴書

3. 推薦状

ィ.大学院に在学中のものは所属学長また学部長の推薦状

ロ.大学または専門学校卒業生にして兼就職のものは,最終学校の学長 学部

長,または学校長の推薦状

-.官庁,公私団体の委任によるものはその所属する長の推薦状

第 4粂 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5粂 特別研究生の研究期間は1年以内とする.
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ただし,1年以上研究を継続しようとするものは,所長の許可を得て, 期間を

延長することができる.

第 6条 特別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負担とする.

第 7条 官庁,公私団体から委任を受けて特別研究生となったものは, 前条によらない

ことができる.

罪 8粂 特別研究生はあらかじめ指導教官の許可を得て, この研究所の諸設備を使 用す

ることができる.

弟 9条 特別研究生は所長の許可を得て指導を受けた研究業続を発表す る こ とがで き

る.ただし,その場合は,その旨を付記Lなければならない.

算10条 特別研究生が研究業績を発表するときは, この研究所の業蹟報告書を用いるこ

とができる.

第11粂 この内規の施行に要する細則は別に定める.

研修生内規

第 1条 この研究所に研修生を置くことができる.

第 2条 研修生は新制高等学校または旧専門学校を卒業した者,および新制大学在学中

のものもしくはこれと同等以上の学力ありと認めたもので,所長が研修生として

適当と認めたものに限る.

第 3条 研修生を希望するものは所長に次の書類を提出して許可を得なければならない.

1･ 願 書 (別紙様式のもの)

2.履歴書

3･ 卒業証明書 (大学在学中のものは所属学部長の依板状または在学証明書)

第 4条 研修生は所長の指示にしたがい指導教官の下で遺伝学に関する学理と技術を研

修する.

第 5条 研修生には原則として給与は支給しない.

第 6条 研修生の研修期間は 1年以内とする.ただし,必要ある場合は許可を得て延期

することができる.

第 7条 研修生が所定の研修を終了したときは終了証明書を交付することができる.

第 8条 研修生に成業の見込がないとき,または所長がその退所を必要と認めたときは,

これに退所を命ずることができる.

F. E3 %

会 合

昭和 38年 1月 10日 第141回部長会議

22日 第142回部長会議

25日 第111回三島遺伝談話会

2月 19日 第143回部長会議
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22日 第112回三島遺伝談話会

3月 5 日 第144回部長会議

15日 第113回三島遺伝談話会

19日 第145ERl部長会議

25日 第114回三島遺伝談話会

4月 15日 日本専売公社たばこ委託研究発表会

16日 第146回部長会議

26日 稲研究委員会

〝 日 第115回三島遺伝談話会

5月 13日 稲研究委員会

〝 日 第147回部長会議

15日 第 49回ノミイオロジカルシンポジウム

18日 農技研,(平塚)交換手浜会

芸 ≡)市

5月 23
14回文部省所轄機関事務協議会

24日 第116回三島遺伝談話会

6月 4 日 第148回部長会議

14日 第117回三島遺伝談話会

18日 第149回部長会議

28日 第 23回国立遺伝学研究所評議員会議 (東京)

7月 2 日 第150回部長会議

5 日 第118回三島遺伝談帯会

9 日 第 51回バイオロジカルシンポジウム

18日 第151回部長会議

29日

日)
遺伝学夏期セミナリー

日 算 52回/くイオロジカルシンポジウム

31日 第119同三島遺伝談話会

9月 3 日 第153回部長会議

20日 第120回三島遺伝談話会

25日 第154回部長会議

28日 公開講演会 (東京)

10月 15日 第155回部長会議

29日 第156回 部長会議

11月 12日 第157回部長会養

19日 第 53回ノミイオロジカルシンポジウム
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20日 第 54回 ′
21日 第 55回 〝
23日 第 121回三島遺伝談有余

27 日 算158回部長会叢

12一月 10日 第 159回部長会議

24日 第 160阿部会議

主な来訪者

37年 1月 23日 建設省中部地方建設局 営繕監督官

25日 大阪大学医学部長

〝 教授

31日 農林省名古屋植物防疫所 所長

2月 23日 Dr.N.E.Jodon

渡辺 勇二

今泉 礼治

西沢 義人

種田 登

RiceExperimentStationCrowley,LouisianaU.S.A.

Dr.S.Batra

BethuneCollegeCalcutta-12hdia

3月 4 日 大阪大学医学部長 今泉 礼治

〝 〝 教授 西沢 義人

13日 Dr.Y.Tanada

Prof.,°ept.ofInsectPathology,CaliforniaUniv.U.S.A.

15日 群馬大学医学部教授

19日 東京農工大学農学部教授

3月 19日 東京農工大学農学部教授

4月 10日 鹿児島大学農学部教授

15日 日本専売公社技術調査室 調査役

q " 秦野試験場長

〝 〝 〝 事務部長

〝 〝 〝 磐田分場長

26日 北海道大学名誉教授国立遺伝学研究所評議員

26日 Dr.SterlingWortman

AssociateDirector

TheInternationalRiceResearchInstitute,

LosBanos,Laguna,thePhilippines

5月 3 日 Dr.W.RalpbSingleton

BlaudyExrNtrimentFarm,UniversityofVirginia,

Charlottesville,Virginia,U.S.A.

8 日 国立科学博物館長

国立辻伝学研究所評諌員会長

井関 尚栄

木暮 憐太

神岡 四郎

宮司 佑三

高橋 達郎

石戸谷安達

鶴見 喜郎

岡 英人

小熊 揮

岡田 要
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5月 11日 日本育英会理事長 緒方 信一

14日 P.Narahari

ScientiRcO氏cer,BiologyDivision,AtomicEnergy

Establishment,Tron-BayByculla,Bombay-8,India

15日 Dr.ErnstMayr

ComparativeZoology,HarvardUniv.Cambridge,Mass.,

U.S.A.

〝 Dr.DavidD.Keck

NationalScienceFoundation,Washington25,D.CリU.S.A.

21日 三島市議会議長 佐野 金吾

〝 三島市議会副諌長 山口 春吉

22 日 元農林省畜産局長 安田善一郎

24 日 Prof.Dr.HansKapf杷rt Miinster,i/Westf.,Germany

6月 3 日 Dr.∫.E･0'connell

DeputyChief,TokyoOfnce,NationalScienceFoundation

6月 11日 東北大学事務局長

〝 静岡大学事務局長

25日 国立科学博物館 図書課長

〝 第一研究部長

7月 8 日 Dr.RobertC.Pickett

曾我 孝之

吉田 弟

大井次三郎

佐竹 義輔

Prof.,DepartmentofAgronomy,PurdueUniversity

Lafayette,IndianaU.S.A.

17日 東京教育大学理学部長 林 孝三

20日 Dr.M.T.Henderson

Prof.ofAgronomyLouisianaStateUniversity,Louisiana,
U.S.A.

27日 Dr.A.ち.Joshi

Dean,Post-GraduateSchool&DeputyDirector,Indian

AgriculturalResearchInstitute,New-Delhi12,India

8月 6 日 Dr.斑ansGriineberg.

ExrNtrimentalGeneticsResearchUnit(MedicalResearch

Council),UniversityCollege,London

8月 6 日 京都大学名誉教授

国立遺伝学研究所客員

28 日 千葉大学教授

31日 静岡大学事務局長

9月 3 日 奈良女子大学教授

駒井 卓

宮本 孝明

加山 達夫

和田弥三郎
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17日 Dr.班.W.Li(李 先開)

台湾中央研究院植物研究所長

19日 Dr.E.M.Hutton

AssistantChief,C.S.Ⅰ.氏.0.DivisionofTropicalPastures,

CunninghamLaboratory,MillRoad,St.Lucia,Brisbane,

Australia.

26日 日本原子力産業会議 関 貞雄

27EI Dr.A.Schenk

DirectorofNationalSericulturalExperimentalStation,

Ales,France

28日 Dr.A.W.Nordskog

Prof.,ofIowaStateUniversity,U.S.A.

10月 13日 李 沢俊

韓国中央大学校理工大学講師

18日 岡山大学農業生物研究所教授 目浦 運治

19日 Dr.D.Hamissa

PlantNutritionSection,Giza,Egypt

21日 T.S.Pattabiraman

MemberofParliament,SecretaryofCongressPartyin

Parliament,NewDelhi,India

〝 帯広畜産大学教授 田村 俊二

23日 Dr.H.E.Brewbaker

SugarBeetConsultant,UnitedStatesAidMissiontoIran,

U.S.Embassy,Teheran,Iran

10月 24 日 科学警察研究所長

国立遺伝学研究所評議員 古畑 種基

11月 11日 Dr.C.Stern

UniversityofCaliforTlia,Berkeley,California,U.S.A.

〝 M.S.El･Balal

NationalResearchCenter,Cairo,Egypt

12目 元国立遺伝学研究所庶務部長

18日 Dr.A.Abratlam

Prof.ofKeralaUniversity,India

27日 国立科学博物館長

国立遺伝学研究所評議員会長

12月 1 日 Dr.A.G.Steinberg

清水 邦夫

岡田 賓

Prof.ofBiology,Western ReserveUnivtrsity,U.S.A.
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5 日 Prof.∫.R.A.Mcmillan

Dean,FacultyofAgriculture,UniversityofSydney,

Australia

12月 9 日 J.N.Tepora

CollegeofAgriculture,UniversityofthePhilippines

College,Laguna,Philippines

12月 10日 静岡蒙嘉裁判所長 岩田 粛

25日 Dr.D.Atsmon

TheWeizmanInstituteofScience,Rebovotll,Israel

G.学 位

本研究所職員で学位を授与されたものは次のとおりである.

Ⅱ.受 賞

本研究所職員で賞を受けたものは,次のとおりである.

二 〒 二 〒 〒

附

1. 秦野たばこ試験場三島分場

日本専売公社は昭和 24年度以降,タバコ育種の基礎研究を遺伝学研究所に委託してい

る.これに伴ない.翌 25年2月,秦野たばこ試換場三島分室 (現分場)が研究所内に設

置され,メ/ミコに関する知見を広めるとともに肥培管理を担当し,併せて研究を行なって
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いる.なお三島分場は公社の都合により本年度をもって閉鎖されるが,遺伝学研究所に称

する委託研究は,今後も継続されることになっている.

三島分場人員

分･場長 田中正雄

分場貞 綾部富雄,川口富次,長島利義

幸託研究内容

1) タバコ属の細胞遺伝学的研究 竹中 要

2) タノミコの発育遺伝学的研究 酒井寛-

3) 放射線のタバコ育種への利用について 松村清二

4) 蚕に対するタバコ毒物に関する研究 辻田光雄

2.財団法人遺伝普及会

歴 史

昭和 22年5月財団法人遺伝学研究所の設立を見たが,国立遺伝学研究所の設立せられ

るにおよび,その寄附行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行な

うこととなった.

役 員

理 事 長 木原 均

常務理事 竹中 要,田島弥太郎

理 事 篠遠喜入,和田文書,松村清二

事業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集のため毎月1回東京または三島で編集会議を開く.遺伝学に関する学

習用プL,パラ-ト配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作,配付,幻灯用スライ

ドの製作,配付,遺伝学実習用小動物および植物の繁殖および配付.

3. 全国種鶏遺伝研究会

全国の有志種鶏家によって組織された任意団体で,鶏の育種に関する最新知識の普及と

交換を図り,それらを実際育程に応用して,育種により効果的に進めようとの目的から,

年一回程度の研究討論会を開催する.

38年度においては下記の研究討論会を実施した.

1･ 生存率に関する育種.国立遺伝学研究所.3月 23日

2･ 米国における鶏の育種の現状.特に日米両国間における比較検討.三島市婦人青少

年会館.9月 9日
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